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1 操作コ ンセプ ト

1.1 デ ィ スプレ イ付き操作ユニ ッ ト

表示、 操作用の LCD モジ ュール VU331 は リ モー ト 表示部付き操作ユニ ッ ト  FHX40 内に装備し
ます。 FHX40 ののぞき窓越し に測定値を読み取る こ と がで き ます。 こ の機器を操作する には、
4 本のネジを外し て FHX40 を開け る必要があ り ます。

A0018096

1 Gammapilot M

2 FHX40

3 操作モジ ュール VU331

1.1.1 デ ィ スプレ イ付き操作ユニ ッ ト  VU331

A0018097

1 操作キー 4 機能名

2 バーグ ラ フ 5 パラ メ ータ識別番号

3 シンボル

1.1.2 シンボル表示

下表は、 液晶デ ィ スプレ イ （LCD） に表示される シンボルの リ ス ト です。

1

2

3

ENDRESS + HAUSER

E+–

1

2

3

4 5

シンボル 意味

アラームシンボル
機器がア ラーム状態になった と きに、 こ のシンボルが表示されます。 シンボルが点滅し てい

る と きは、 警告を示し ています。

ロックシンボル
機器がロ ッ ク されている と き、 つま り 入力が不可能な状態になっている と きにこ のシンボル

が表示されます。

通信シンボル
機器が HART、 PROFIBUS-PA、 Foundation フ ィ ール ド バスなど を介し て通信中にこの通信シ

ンボルが現れます。

シミュレーションスイッチイネーブル
FOUNDATION フ ィ ール ド バスでのシ ミ ュ レーシ ョ ンが DIP ス イ ッ チによ って有効になって

いる時に このシンボルが現れます。
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1.1.3 各キーボタ ンの機能

各キー 意味

O または V 選択 リ ス ト の上方に向かって移動し ます。

機能の範囲内で数値を変更し ます。

S または W 選択 リ ス ト の下方に向かって移動し ます。

機能の範囲内で数値を変更し ます。

X または Z 機能グループ内の 1 つ手前に戻 り ます （1 つ左側に移動）。

F 機能グループ内の一つ先に進みます （一つ右側に移動）。 決定ボタ ン。

O と  F 同時

も し く は

S と  F 同時

液晶デ ィ スプレ イ LCD のコ ン ト ラ ス ト 設定。

O と  S と  F 同時

ハード ウ ェ ア－ロ ッ ク／ロ ッ ク解除。

ハード ウエアがロ ッ ク状態になる と、 表示デ ィ スプレ イ も し く は通信を介し て

の操作は不可能と な り ます。 機器本体デ ィ スプレ イ を介し てのみロ ッ ク解除が

可能です。

ロ ッ ク解除パラ メ ータ も機器本体デ ィ スプレ イ を介し て入力し なければな り ま

せん。
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1.2 操作メ ニュー

1.2.1 機能コー ド

Gammapilot M の機能は操作 メ ニューに配置されています。メ ニュー内での操作を容易にする ため
に、 各機能と と もに一意の位置コード が表示されます。 こ のコード は英字 1 文字と 数字 2 文字
で構成されています。

A0018098

1 測定モー ド

2 機能グループ

3 機能

• 英字は Gammapilot M の現在の測定モード を示し ます。
– L ： レベル
– S ： 上下限 （ス イ ッチ）
– D ： 密度
– C ： 濃度
– * ： 測定モード 未選択

• 最初の数字は機能グループを識別し ます。
– ｷﾎﾝｾｯﾃｲ *0
– ｺｳｾｲ *1
– ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ *2
– ...

• 2 番目の数字は、 その機能グループに属する各機能の番号です。
ｷﾎﾝｾｯﾃｲ *0
– ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ *01
– ﾋﾞｰﾑﾉｼｭﾙｲ *02
– ｱｲｿﾄｰﾌﾟ *03
– ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ *04
– ...

本書では以後、 機能位置番号を常に括弧に入れて機能名に続けて示し ます。 測定方法と し て、 「*」
（未選択） が常に表示されます （例 ： " ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ "（*01））。

1 2 3
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1.2.2 現場デ ィ スプレ イ VU331 による操作

操作メニューの選択と設定

1. F を押し て測定値表示をグループセレクションに切 り 替えます。

2. S または O を押し て必要な機能グループを選択し、 F を押し て確定し ます。
ア ク テ ィ ブな選択項目の メ ニューテキス ト の前に  マーク が表示されます。

3. O または S を押し て編集モード を有効にし ます。
選択メニュー
a. S または O を使用し て選択し た機能で必要なパラ メ ータ を選択し ます。

b. F を押すと選択内容が確定し ます。 選択し たパラ メ ータの前に  が表示されます。

c. F を押すと編集し た値が確定し ます。 編集モード が終了し ます。

d. O と  S を同時に押すと選択操作が中断し、 編集モード が終了し ます。

数値およびテキストの入力
a. 数値 / テキス ト の最初の文字を編集するには、 O または S を押し ます。

b. F を押すと カーソルが次の文字に移動し ます。 入力が完了する まで a. を継続し ます。

c. カーソル位置に  シンボルが表示される場合は、 F を押し て、 入力し た値を受け入れま
す。 編集モード が終了し ます。

d. カーソル位置に  シンボルが表示される場合は、 F を押し て前の文字に戻 り ます（入力
修正などのため）。

e. O と  S を同時に押すと選択操作が中断し、 編集モード が終了し ます。

4. F を押し て次の機能を選択し ます。

5. O と  S を同時に 1 回押すと、 前の機能に戻 り ます。
O と  S を同時に 2 回押すと、 グループセレクションに戻 り ます。

6. O と  S を同時に押すと 測定値表示に戻 り ます。

ｷﾎﾝｾｯﾃｲ ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ アイソトープ グループセレク
ションに戻る

ｺｳｾｲ 3 137 Cs

ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ  60Co

ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ ｶﾞｲﾄｳﾅｼ

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

...

>3 s

ESC E S C

S S

2x
E S C

S

E S C

S

F

ENDRESS + HAUSER

E+–

S

F F

S
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2 機器への電源投入

注記

エラーメッセージ A165「電子部品が故障」および A635「現在の日付が未定義」
Gammapilot M は、 減衰補正用の リ アルタ イ ム ク ロ ッ ク を 2 つ搭載し てお り 、 これらが永続的に
相互比較を行 う こ と で安全性を確保し ます。 停電に対応する ために、 ク ロ ッ クはコ ンデンサを搭
載し ています。 停電時にも ク ロ ッ ク が正常に動作し、 日付を保持でき る よ う に、 このコ ンデンサ
には最低限の容量を充電し てお く 必要があ り ます。 A165 「電子部品が故障」 または A635 「現在
の日付が未定義」 のエラー メ ッ セージが Gammapilot M の電源投入後に表示された場合、 コ ンデ
ンサが十分に充電 さ れていない可能性があ り ます。 こ の場合、 コ ンデンサを充電する ために、
Gammapilot M を動作電圧で 20 ～ 30 分以上動作させる必要があ り ます。 その後、 正しい日付を
入力し ます。 それでも まだエラー メ ッ セージが表示される場合は、Gammapilot M の電源を切断し
てから再投入する と、 メ ッ セージが表示されな く な り ます。

供給電圧をオンにする と、 最初に機器が初期化されます。 内部 メ モ リ ーのテス ト のため、 初期化
には約 2 分かか り ます。

現場表示部 意味

FMG60 このあ と 、 次の メ ッ セージが約 5 秒間表示されます。

• 機器タ イプ

• ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン

• 通信信号のタ イプ

V01.03.06 HART

初回の電源投入時には表示テキス ト の言語の選択を求めら

れます。

Language 092 O キーと  S キーで言語を選択し ます。

F を 2 回押し て選択内容を確認し ます。
 English

Français

Español

その後、 測定値表示部が表示されます。 これで基本設定と

校正を実施でき る よ う にな り ます。

F を押し てグループセレ ク シ ョ ンに切 り 替えます。

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ 再度 F を押し て " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " 機能グループの最初の機能を

表示し ます。
 ｷﾎﾝｾｯﾃｲ

ｺｳｾｲ

ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ
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3 機能グループ " キホンセ ッ テイ " （*0）

3.1 " ソ ク テイチ " （*00）

注記

測定値の表示
‣ 小数点桁数は、 " ｼｮｳｽｳﾃﾝ " （*95） 機能で選択でき ます。
‣ 桁区切 り 記号 （ポイ ン ト またはカンマ） は、 " ｾﾊﾟﾚｰｼｮﾝｷｺﾞｳ " （*96） 機能で選択でき ます。
‣ 最後の行のバーグ ラ フは測定値をグ ラ フ ィ カルに表現し た ものです。
‣ Gammapilot M がエラーを検知する と、 関連するエラー メ ッ セージ と測定値が交互に表示され

ます。

3.2 " キ ョ ウ ノ ヒ ヅケ " （*01）

3.3 " ビーム ノ シュルイ " （*02）

3.4 " アイ ソ ト ープ " （*03）

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *0

 ｷﾎﾝｾｯﾃｲ

ｺｳｾｲ

ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ

現場表示部 意味

ｿｸﾃｲﾁ *00 この機能では、 現在の測定値が表示されます。

85.00%

現場表示部 意味

ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ *01 基本設定の日付と時刻はこの機能で指定し ます。

17.11.04 10:30

dd.mm.yy hh:mm

現場表示部 意味

ﾋﾞｰﾑﾉｼｭﾙｲ *02 この機能を使用し、 線源が継続的に放射するか、 （ガンマグ

ラ フ ィ ー抑制のため） 放射線の変調 （モデュ レーシ ョ ン）

を行 う かを指定し ます。

• 標準 / 連続 （恒常的、 継続的放射）

• 調節 （放射線を変調）

 ﾋｮｳｼﾞｭﾝ / ﾚﾝｿﾞｸ

ｼﾝﾄﾞｳｼｷ

現場表示部 意味

ｱｲｿﾄｰﾌﾟ *03 この機能は、 測定に使用する同位元素を指定するために使

用し ます。 Gammapilot M では減衰補正のために この情報が

必要です。
 137 Cs

60 Co

ｶﾞｲﾄｳﾅｼ
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3.5 " オペレーテ ィ ングモー ド " （*04）

注記
この選択は 1 回だけ行うことができ、その後は自動的にロックされます。Gammapilot M のリセッ
ト機能（" ﾘｾｯﾄ "（*A3））によってのみ再びロック解除できます。

A0018107

A 1 台の Gammapilot M の測定範囲は最大 2 m （6.6 ft）、 これよ り 大きい測定範囲については、 必要に応じ て

複数の Gammapilot M を接続可能 （カ ス ケー ド モー ド）。 ソ フ ト ウ ェ アで各機器を以下のよ う に設定し ます。

B マス ター

C ス レーブ （1 台または複数） または

D エン ド ス レーブ

1 4 ～ 20 mA HART、 PROFIBUS PA、 FOUNDATION フ ィ ール ド バス

オプション / 表示：
• ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ：Gammapilot M を単独の測定器 と し て使用する場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。
• ﾏｽﾀｰ：Gammapilot M をカ スケード チェーンの先頭に配置する場合はこのオプシ ョ ンを選択し ま

す。 マス ターは接続されている ス レーブからパルス を受信し、 自身のパルス を加算し て、 その
合計から測定値を計算し ます。

• ｽﾚｰﾌﾞ ： Gammapilot M をカ スケード チェーンの中間に配置する場合はこのオプシ ョ ンを選択し
ます。 ス レーブは追加の接続されたス レーブまたはエン ド ス レーブからパルス を受信し、 自身
のパルス を加算し て、 その合計を次の測定器 （マス ターまたはス レーブ） に送信し ます。 この
オプシ ョ ンを選択する と、基本設定が完了し ます。複数の伝送器をカスケード 接続する と きは、
マス ターだけでさ らに校正を行います。

• ｴﾝﾄﾞｽﾚｰﾌﾞ ： Gammapilot M をカ スケード チェーンの末尾に配置する場合はこのオプシ ョ ンを選
択し ます。 エン ド ス レーブは別の測定器からパルス を受信し ませんが、 自身のパルス を次の測
定器 （マス ターまたはス レーブ） に送信し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 基本設定が完
了し ます。複数の伝送器をカ スケード接続する と きは、マス ターだけでさ らに校正を行います。

• ｾｯﾃｲﾅｼ ： 動作モード がまだ選択されていない場合に表示されます。 基本設定を継続するにはこ
の選択を行 う 必要があ り ます。

注記

" ｽﾚｰﾌﾞ " または " ｴﾝﾄﾞｽﾚｰﾌﾞ " が「FieldCare」に接続されている場合は、この機器の測定値ではな
く、パルスレートがヘッダーに表示されます。

現場表示部 意味

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ *04 この機能は、 Gammapilot M 使用時の動作モード を指定する

ために使用し ます。
 ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ

ﾏｽﾀｰ

ｽﾚｰﾌﾞ

A

B
1

C

D
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3.6 " ソ ク テイモー ド " （*05）

その他の選択項目：
• レベル測定 （連続）
• レベル上下限検知
• 密度測定 （必要に応じ て温度補正を実行）
• 濃度測定 （密度測定後に リ ニア ラ イゼーシ ョ ン）

注記
この選択は 1 回だけ行うことができ、その後は自動的にロックされます。Gammapilot M のリセッ
ト機能（" ﾘｾｯﾄ "（*A3））によってのみ再びロック解除できます。

A0018108

A レベル測定 （連続）  密度

B レベル上下限検知 E 濃度
C 密度測定 （必要に応じ て温度補正を実行）

D 濃度測定 （密度測定後に リ ニア ラ イゼーシ ョ ン）

現場表示部 意味

ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ *05 この機能は、 測定モード を選択するために使用し ます。

 ﾚﾍﾞﾙ

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ

ﾉｳﾄﾞ

A B

C D

�

E
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3.7 " ミ ツ ド タ ン イ " （*06）

その他の選択項目：
• g/cm3

• g/l
• lb/gal; [1g/cm3 = 8.345 lb/gal]
• lb/ft3; [1g/cm3 = 62.428 lb/ft3]
• 1° Brix = [270 （1 - 1/x） ]
• ° Baumé ; [1° Baumé= 144.3 （1 - 1/x） ]
• ° API; [1° API = 131.5 （1.076/x - 1） ]
• ° Twaddell; [1° Twaddell = 200 (x-1)]

"x" は g/cm3 を単位とする密度。 こ の式はこ の密度に対応する角度を示し ています。

3.8 " サイシ ョ ウ ミ ツ ド " （*07）

3.9 " サイダイ ミ ツ ド " （*08）

3.10 " パイプケイ タ ン イ " （*09）

現場表示部 意味

ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ *06 この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。

密度の単位を選択する ために使用し ます。
 g/cm3

g/l

lb/gal

現場表示部 意味

MIN. ﾐﾂﾄﾞ *07 この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。

密度レ ンジの下限を指定する ために使用し ます。

この密度の出力電流は 4 mA です。
0.9500 g/cm³

現場表示部 意味

MAX. ﾐﾂﾄﾞ *08 この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。

密度レ ンジの上限を指定する ために使用し ます。

この密度の出力電流は 20 mA です。1.2500 g/cm³

現場表示部 意味

ﾊﾟｲﾌﾟｹｲ ﾀﾝｲ *09 この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。

パイプ直径を選択する ために使用し ます。

1 イ ンチ = 25.4 mm

 mm

inch
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3.11 " パイプケイ " （*0A）

A0018109

" ﾊﾟｲﾌﾟｹｲ " （*0A） 機能では常に完全な照射測定パス を指定し て く だ さい。 設置方法によ っては、 この値が実際の

パイプ直径よ り 大き く な る場合があ り ます。

現場表示部 意味

ﾊﾟｲﾌﾟ ｹｲ *0A この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。 照射

測定パス L を指定するために使用し ます。 標準設置では、

この値はパイプ内径 DI と同じにな り ます。 その他の設置方

法 （照射測定パス を長 く するため） では、 それよ り 大き く

な る場合があ り ます （図を参照）。 パイプ壁面は測定パスの

一部と はみなされません。

200 mm

1

1

1

L

L

L

�D
I

� L
30° 2.0 x DI
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3.12 " シュ ツ リ ョ クセキブン " （*0B）

A0018110

1 レベルの変動 （または密度の変動）

2 測定値

値の範囲
1 ～ 999 s

デフォルト

デフ ォル ト は選択し た " ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ "（*05）によ って決ま り ます。

• レベル ： 6 s
• 上下限 ： 6 s
• 密度 ： 60 s
• 濃度 ： 60 s

積分時間の選択
積分時間の最適な値はプロセス条件によ って決ま り ます。 出力時間を長 く する と、 測定値がかな
り 落ち着き ますが、 落ち着 く までの時間も長 く な り ます。
流動の激しい液面や攪拌器の影響を小さ く し たい場合は、 積分時間を長 く する こ と をお勧めし ま
す。 一方、 測定値の急速な変動を正確に検知する必要があ る場合は、 長い積分時間を選択し ては
な り ません。

現場表示部 意味

ｼｭﾂﾘｮｸｾｷﾌﾞﾝ *0B この機能は、 測定値の変動の積分を行 う 出力積分  （秒単

位） を指定する ために使用し ます。

レベルまたは密度の変動が発生し てから、 新しい測定値に

達する までに 5 x  かか り ます。

60 s

5 x � t

L

1

2
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4 機能グループ " コウセイ " （*1）

この章では、機能グループ " ｺｳｾｲ "（*1）は、測定モード に応じ て個別に記載されています。  
 → 16 ページ、 " レベル測定および上下限検知の校正 " 
 → 25 ページ、 " 密度および濃度測定の校正 " 

い く つかの機能は、 それぞれに対応する各項目に述べられています。

4.1 レベル測定および上下限検知の校正

4.1.1 レベル測定の校正ポイ ン ト

A0018111

A バ ッ ク グ ラ ウ ン ド校正

B 満量校正

C 空校正

バッ クグラ ン ド校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオフになっている。
• タ ン ク が測定範囲内で可能な限 り 満た されている （100％ が理想的）。

バッ ク グ ラ ウ ン ド校正は、Gammapilot M のマウ ン ト 位置における自然のバッ ク グ ラ ウ ン ド放射線
を登録するために必要です。 こ のバッ ク グ ラ ウ ン ド放射線のパルス レー ト は、 測定された他のパ
ルス レー ト から自動的に差し引かれます。 つま り 、 適用される線源から発せられるパルス レー ト
の一部だけが考慮に入れられ、 表示されます。
適用される線源から照射される放射線と異な り 、 バッ ク グ ラ ウ ン ド 放射線は測定全体でほぼ一定
と な り ます。 し たがって、 Gammapilot M の自動減衰補正の対象にはな り ません。

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *1

 ｺｳｾｲ

ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ

ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ
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満量校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオンになっている。
• タ ン ク が測定範囲内で可能な限 り 満た されている （100％ が理想的、 最小 60％）。

校正時に容器が最低 60% 満た されていない場合は、 代わ り に照射をオフにし て満量 （スパン） 校
正を行 う こ と ができ ます。 これは 100% の充填をシ ミ ュ レー ト する方法です。 この場合、満量 （ス
パン） 校正はバ ッ ク グ ラ ウ ン ド 校正 と 全 く 同じ にな り ます。 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 放射線のパルス
レー ト が自動的に差し引かれ、 表示されるパルス レー ト が約 0 cps と な り ます。

注記

このタイプのシミュレーション校正では、放射性を持つ測定物を使用することはできません。
この場合、バックグラウンド校正と満量校正は、容器が 100% 充填された状態で実行してください。

空校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオンになっている。
• タ ン ク が測定範囲内で可能な限 り 空になっている （0％ が理想的、 最大 40％）。

4.1.2 上下限検知の校正ポイ ン ト

A0018112

A バ ッ ク グ ラ ウ ン ド校正

B 測定対象あ り の校正

C 測定対象な しの校正

バッ クグラ ン ド 校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオフになっている。
• 可能な場合は、 照射パス を測定対象で完全に覆います。

バッ ク グ ラ ウ ン ド校正は、Gammapilot M のマウ ン ト 位置における自然のバッ ク グ ラ ウ ン ド 放射線
を登録するために必要です。 こ のバッ ク グ ラ ウ ン ド放射線のパルス レー ト は、 測定された他のパ
ルス レー ト から自動的に差し引かれます。 つま り 、 適用される線源から発せられるパルス レー ト
の一部だけが考慮に入れられ、 表示されます。
適用される線源から照射される放射線と異な り 、 バッ ク グ ラ ウ ン ド放射線は測定全体でほぼ一定
と な り ます。 し たがって、 Gammapilot M の自動減衰補正の対象にはな り ません。
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測定対象あ りの校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオンになっている。
• 可能な場合は、 照射パス を測定対象で完全に覆います。

校正時に照射パス を完全に覆 う こ と ができ ない場合は、 変わ り に照射をオフにし て測定対象あ り
の校正を行 う こ と ができ ます。 これは完全に覆われた状態をシ ミ ュ レー ト する方法です。 この場
合、 測定対象あ り の校正はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正と全 く 同じ と な り ます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド放射
線のパルス レー ト が自動的に差し引かれ、 表示されるパルス レー ト が約 0 c/s と な り ます。

注記

このタイプのシミュレーション校正では、放射性を持つ測定物を使用することはできません。
この場合、バックグラウンド校正と測定対象ありの校正は、照射パスを完全に覆った状態で実行
してください。

測定対象な しの校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオンになっている。
• 照射パスに障害物が全 く ない。

4.1.3 校正ポイ ン ト の入力方法

自動校正

自動校正では、 タ ン ク が必要な値まで満た し ます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド 校正では照射をオフのま ま
にし、 その他の校正ポイ ン ト については照射をオンにし ます。
Gammapilot M はパルス レー ト を自動的に記録し ます。 関連レベルはユーザが入力し ます。

手動校正

Gammapilot M のコ ミ ッ シ ョ ニング時に 1 つまたは複数の校正ポ イ ン ト の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン
が不可能 （タ ン ク を十分に満たすこ と ができ ない、 または空にでき ないなどの理由によ る） な場
合は、 校正ポイ ン ト を手動入力する必要があ り ます。
つま り 、 レベルだけでな く 関連するパルス レー ト も ユーザが入力する必要があ り ます。
パルス レー ト 計算の詳細については、 弊社営業部門にお問い合わせ く ださい。

注記

校正日付と校正
‣ 手動で校正する場合は、 校正日が自動的に設定されません。 " ｺｳｾｲﾋﾞ "（*C7）機能で手動入力

する必要があ り ます。
‣ 手動入力し た校正ポ イ ン ト は、 プラ ン ト の運転中に関連レベルに達し次第、 自動校正に置換

し て く だ さ い。 算出された校正ポイ ン ト よ り も自動校正ポ イ ン ト の方が正確な測定値が得ら
れるため、 この再校正を行 う こ と をお勧めし ます。
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4.1.4 バッ クグラ ン ド校正

操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニュー抜粋はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正の入力方法を示し ています。 個別の機能について
は後続のセ ク シ ョ ンで説明し ます。

" バッ クグラウン ド コウセイ " （*10）

選択項目：
• ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

次の場合にはこ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。
– バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行せず、 代わ り に現在入力されているバッ ク グ ラ ウ ン ド 校正のパ

ルス レー ト を表示する場合
– 手動バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行する場合
このオプシ ョ ンを選択する と、 Gammapilot M が " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）機能に切り 替わ り ま
す。 この機能では現在入力されているパルスレー ト が表示され、 必要に応じて変更でき ます。

• ｽﾀｰﾄ
こ のオプシ ョ ンは、自動バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を開始するために使用し ます。Gammapilot M が
" ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能に切 り 替わ り ます。

*10

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ

0: ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

1: ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ

*10

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ

-1: ｺｳｾｲｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

現場表示部 意味

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ *10 この機能は、 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を開始する ために使用

し ます。
ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

ｽﾀｰﾄ

E

E

0
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" パルスレー ト ヘイキンチ " （*11）

A0018118

値が十分に安定し た ら、 "E" を押し て この機能を終了でき ます。
その後、Gammapilot M が " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）機能に切 り 替わ り ます。" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択
し て平均化手順を停止し ます。 値が自動的に " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）機能に転送されます。

注記

バックグラウンドパルスレート
‣ 最大積分時間は 1000 秒です。 この時間が経過し た後、 値が自動的に " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "

（*1B）機能に転送されます。
‣ " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能では、 "E" を押し て も積分が終了しません。 " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "

（*10）機能で " ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択する まで継続されます。そのため、最後に表示される平均
パルス レー ト と最終的な " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）と の間にわずかなズレが発生する場合
があ り ます。

" バッ クグラウン ドパルスレー ト " （*12）

現場表示部 意味

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ *11 この機能では、 平均パルス レー ト が表示されます （前の機

能で " ｽﾀｰﾄ " を選択し た後）。 当初はこの値が変動し ますが

（原子核崩壊の統計性のため）、 積分によ り やがて平均値に

達し ます。 平均化の実行時間が長いほど、 その後の変動が

小さ く な り ます。

186 cps

c/s

t

"E"

現場表示部 意味

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ *12 この機能ではバッ ク グ ラ ウ ン ド校正のパルス レー ト が表示

されます。 "E" を押すと 、 表示されている値が確定され、

バッ ク グ ラ ウ ン ド校正が完了し ます。 "-1" はバッ ク グ ラ ウ ン

ド校正がまだ行われていないこ と を示し ます。 こ の場合は 

2 つの選択肢があ り ます。

• " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）機能に戻 り 、 再度バッ ク グ ラ ウ

ン ド校正を開始する。

• 現在入力されているパルス レー ト または算出されたパル

ス レー ト を入力する （手動校正）。 その後、 Gammapilot M 

が " ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ "（*13）または（*1A）機能に切 り 替わ り ま

す。

186 cps
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4.1.5 満量 （スパン） / 空 （0％） 校正、 または測定対象あ り / な しの校正

操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニ ュー抜粋は、 満量 （スパン） / 空 （0％） 校正 （レベル測定用） または測定対象あ
り  / な しの校正 （レベル上下限検知用） の入力方法を示し ています。 個別の機能については後
続のセ ク シ ョ ンで説明し ます。
これらの機能はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正の実行後にのみア ク セス可能です。

注記

" ﾏﾝﾘｮｳﾉｱﾀｲ "（*14）機能と " ｶﾗﾉｱﾀｲ "（*17）機能は " ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ "（*05）機能で " ﾚﾍﾞﾙ " を選択した場
合にのみ表示されます。

" コウセイポイ ン ト " （*13）

*14

ﾏﾝﾘｮｳﾉｱﾀｲ

[%]

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄﾉ

ｱﾀｲ

*15

ｺｳｾｲ

0: ﾁｭｳｼ /

ﾍﾝｼｭｳ

1: ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽ

ﾚｰﾄﾍｲ

ｷﾝﾁ

*16

ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ

[c/s]

-1: 

ｺｳｾｲｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾﾚｸｼｮﾝ

013

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ

0: ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ

1: ｶﾗｺｳｾｲ

*19

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ

0: ｲｲｴ

1: ﾊｲ

*17

ｶﾗﾉｱﾀｲ

[%]

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄﾉ

ｱﾀｲ

*15

ｺｳｾｲ

0: ﾁｭｳｼ /

ﾍﾝｼｭｳ

1: ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽ

ﾚｰﾄﾍｲ

ｷﾝﾁ

*18

ｶﾗ ｺｳｾｲ

[c/s]

-1: 

ｺｳｾｲｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

現場表示部 意味

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ *13 この機能は、 入力する校正ポ イ ン ト （" ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ " （*16）

または " ｶﾗｺｳｾｲ " （*18）） を選択する ために使用し ます。
 ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ

ｶﾗｺｳｾｲ

1

E0

1

E0
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" マン リ ョ ウ ノ ア タ イ " （*14） /" カ ラ ノ ア タ イ " （*17）

値の範囲

" コウセイ " （*15）

選択項目：
• ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

次の場合にはこ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。
– 校正ポイ ン ト を入力し ない （既に入力されている などの理由によ り ） 。 この場合は校正ポイ

ン ト のパルス レー ト が " ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16） 機能または " ｶﾗﾉｱﾀｲ "（*17） 機能で表示されます。
この値は必要に応じ て変更でき ます。

– 校正ポイ ン ト を手動入力する必要があ る。 これは、 " ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16）機能または " ｶﾗｺｳｾｲ "
（*18）機能で実行でき ます。

• ｽﾀｰﾄ 
こ のオプシ ョ ンは、 校正ポイ ン ト の自動入力を開始する ために使用し ます。 このオプシ ョ ンを
選択する と、 Gammapilot M が " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能に切 り 替わ り ます。

現場表示部 意味

ﾏﾝﾘｮｳﾉｱﾀｲ *14 これらの機能はレベル測定のみに必要です。

満量校正または空校正を実行する レベルを指定する ために

使用し ます。100%

ｶﾗﾉｱﾀｲ *17

0%

最適値 最小の値 最大の値

ﾏﾝﾘｮｳﾉｱﾀｲ （*14） 100% 60% 100%

ｶﾗﾉｱﾀｲ （*17） 0% 0% 40%

現場表示部 意味

ｺｳｾｲ *15 この機能は、 選択し た校正ポ イ ン ト の自動入力を開始する

ために使用し ます。
ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

ｽﾀｰﾄ
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" パルスレー ト ヘイキンチ " （*11）

A0018118

当初はパルス レー ト が大き く 変動し ます。 やがて平均値に達し ます。

値が十分に安定し た ら、 "E" を押し て この機能を終了でき ます。
その後、Gammapilot M が " ｺｳｾｲ "（*15）機能に切 り 替わ り ます。" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択し て平均化手
順を停止し ます。 値が自動的に " ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16）または " ｶﾗｺｳｾｲ "（*18）機能に転送されます。

注記

パルスレートヘイキンチ
‣ 最大積分時間は 1000 秒です。 この時間が経過し た後、 値が自動的に " ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16）機能

または " ｶﾗｺｳｾｲ "（*18）機能に転送されます。
‣ " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能では、 "E" を押し て も積分が終了しません。 " ｺｳｾｲ "（*15）機能で

" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択する まで継続されます。そのため、最後に表示される平均パルス レー ト と
最終的な " ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16）または " ｶﾗｺｳｾｲ "（*18）と の間にわずかなズレが発生する場合が
あ り ます。

" マン リ ョ ウコウセイ " （*16） /" カ ラ コウセイ " （*18）

現場表示部 意味

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ *11 この機能では、 平均パルス レー ト が表示されます （前の機

能で " ｽﾀｰﾄ " を選択し た後）。 当初はこの値が変動し ますが

（原子核崩壊の統計性のため）、 積分によ り やがて平均値に

達し ます。 平均化の実行時間が長いほど、 その後の変動が

小さ く な り ます。

2548 cps

c/s

t

"E"

現場表示部 意味

ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ *16 これらの機能では、 それぞれの校正ポ イ ン ト のパルス レー

ト が表示されます。 "E" を押し て表示値を確定する必要が

あ り ます。 "-1" はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正がまだ行われていな

いこ と を示し ます。

この場合は 2 つの選択肢があ り ます。

• " ｺｳｾｲ " （*15） 機能に戻 り 、 再度校正を開始する。

• 現在入力されているパルス レー ト または算出されたパル

ス レー ト を入力する （手動校正）。

33 cps

ｶﾗ ｺｳｾｲ *18

2548 cps
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" ツギ ノ ポイ ン ト " （*19）

選択項目：
• ｲｲｴ 

両方の校正ポイ ン ト を入力し た後、 こ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。 これを選択す
る と、 Gammapilot M がグループセレ ク シ ョ ンに戻 り 、 校正が完了し ます。

• ﾊｲ
まだ 1 つの校正ポイ ン ト しか入力し ていない場合は、 このオプシ ョ ンを選択する必要があ り ま
す。 これを選択する と、 Gammapilot M が " ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ "（*13） 機能に戻 り 、 次のポイ ン ト を入力
でき る よ う にな り ます。

現場表示部 意味

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ *19 この機能は、 それ以上の校正ポ イ ン ト を入力するかど う か

指定する ために使用し ます。
 ｲｲｴ

ﾊｲ
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4.2 密度および濃度測定の校正

4.2.1 密度および濃度測定の校正ポイ ン ト

校正ポイ ン ト の機能

密度および濃度測定では、 Gammapilot M に 2 つのパラ メ ータ （照射測定パスの長さ以外に） が
必要です。
• 測定対象物の吸収係数 
• 基準パルス レー ト  I0

1)

Gammapilot M は次の校正ポイ ン ト から これらのパラ メ ータ を自動的に計算し ます。
• バッ ク グ ラ ウ ン ド校正 （照射がオフの状態での校正）
• さ まざまな既知の密度を もつサンプルの最大 9 つの校正ポイ ン ト

注記

放射性を持つ測定物を使用する場合、バックグラウンド校正は、パイプが充填された状態で実行
する必要があります。放射性を持つ測定物を使用する場合、パイプが空の状態でシミュレーショ
ン校正を行うことはできません。

A0018128

0 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド校正

1 ～ 9 さ まざまな密度の校正ポ イ ン ト

2 ポイ ン ト 校正

測定範囲全体で高い精度が求められる場合には、 2 ポイ ン ト 校正が推奨されます。 最初にバッ ク
グ ラ ウ ン ド校正を行います。 2 つの校正ポイ ン ト が適用されます。 各ポイ ン ト を可能な限 り 離し
て配置する必要があ り ます。両方の校正ポイ ン ト を入力する と、 Gammapilot M ではパラ メ ータ I0
および  が計算されます。

1 ポイ ン ト 校正

2 ポイ ン ト 校正を実行でき ない場合は、 1 ポイ ン ト 校正を実行し ます。
つま り 、 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正のほかに 1 つの校正ポイ ン ト だけを使用する校正です。 この校正
ポイ ン ト は実際に運転する密度 " 運転密度 " のでき るだけ近 く に設定し て く ださい。 運転密度の
付近では、 密度をかな り 正確に測定でき ますが、 運転密度から離れた と こ ろに設定する と、 精度
が低下する場合があ り ます。
1 ポイ ン ト 校正の場合、 Gammapilot M は基準パルス レー ト  I0 のみを計算し ます。

吸収係数については、 この例では  = 7.7 mm2/g の標準値を使用し ます。

1) I0 は空にするチューブのパルス レー ト です。 こ の値は、 測定時に発生する実際のパルス レース を大幅に上回 り ます。
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複数ポイ ン ト 校正

広範な密度での測定または非常に精密な測定を行 う 必要があ る場合は、 複数ポイ ン ト 校正が推奨
されます。 測定範囲全体で最大 9 個の校正ポイ ン ト を使用でき ます。 校正ポイ ン ト はそれぞれで
き る だけ離 し て配置 し、 測定範囲全体に一様に分散 さ せ ます。 校正ポ イ ン ト を入力す る と、
Gammapilot M では自動的にパラ メ ータ I0 および  が計算されます。 広い密度レ ンジでの測定、
または特別精密な測定を行 う 場合は、 特に複数ポイ ン ト 校正をお勧めし ます。

再校正

Gammapilot M は再校正用にさ らに 1 つの校正ポイ ン ト （"10"） を備えています。 測定配管内の付
着物などによ って条件が変化し た場合は、 こ のポイ ン ト を入力でき ます。 再校正ポイ ン ト を入力
する と、 現在の測定条件に応じ て I0 が再計算されます。 吸収係数  は当初の校正がそのま ま保
持されます。

4.2.2 校正ポイ ン ト の入力方法

自動校正

自動校正では、 目的の校正ポイ ン ト が測定配管内で実現されます。 つま り 、 測定配管を希望の密
度の測定対象で満た し ます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正では照射をオフのま まにし、 その他の校正ポ
イ ン ト については照射をオンにし ます。Gammapilot M はパルス レー ト を自動的に記録し ます。密
度の値は研究室で決定し、 ユーザが入力し ます。

手動校正

高い測定精度を得るには、 同じ密度の複数のサンプルでパルス レー ト を特定し、 それらのサンプ
ルの平均密度と平均パルス レー ト を計算する こ と をお勧めし ます。 その後、 それらの値を手動で
Gammapilot M に入力でき ます。
可能な場合は、 さ らに別の密度でこ の手順を繰 り 返し て く ださい。 両方の密度値の差を可能な限
り 大き く し ます。

注記

手動で校正する場合は、校正日が自動的に設定されません。" ｺｳｾｲﾋﾞ "（*C7）機能で手動入力する
必要があります。
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4.2.3 バッ クグラ ン ド校正

操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニュー抜粋はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正の入力方法を示し ています。 個別の機能について
は後続のセ ク シ ョ ンで説明し ます。

" バッ クグラウン ド コウセイ " （*10）

選択項目：
• ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

次の場合にはこ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。
– バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行せず、 代わ り に現在入力されているバッ ク グ ラ ウ ン ド 校正のパ

ルス レー ト を表示する場合
– 手動バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行する場合
こ のオプシ ョ ンを選択する と、 Gammapilot M が " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）機能に切 り 替わ
り ます。 この機能では現在入力されているパルス レー ト が表示され、 必要に応じ て変更でき ま
す。

• ｽﾀｰﾄ
こ のオプシ ョ ンは、自動バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を開始するために使用し ます。Gammapilot M が
" ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能に切 り 替わ り ます。

*10

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ

0: ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

1: ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ

*12

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽ

ﾚｰﾄ

-1: 

ｺｳｾｲｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

現場表示部 意味

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ *10 この機能は、 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を開始する ために使用

し ます。
ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

ｽﾀｰﾄ

E

1

E

0
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" パルスレー ト ヘイキンチ " （*11）

A0018118

値が十分に安定し た ら、 "E" を押し て この機能を終了でき ます。
その後、Gammapilot M が " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）機能に切 り 替わ り ます。" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択
し て平均化手順を停止し ます。 値が自動的に " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）機能に転送されます。

注記

バックグラウンドパルスレート
‣ 最大積分時間は 1000 秒です。 この時間が経過し た後、 値が自動的に " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "

（*1B）機能転送されます。 に
‣ " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能では、 "E" を押し て も積分が終了しません。 " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "

（*10）機能で " ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択する まで継続されます。そのため、最後に表示される平均
パルス レー ト と最終的な " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）と の間にわずかなズレが発生する場合
があ り ます。

" バッ クグラウン ドパルスレー ト " （*12）

現場表示部 意味

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ *11 この機能では、 平均パルス レー ト が表示されます （前の機

能で " ｽﾀｰﾄ " を選択し た後）。

当初はこの値が変動し ますが （原子核崩壊の統計性のた

め）、 積分によ り やがて平均値に達し ます。 平均化の実行時

間が長いほど、 その後の変動が小さ く な り ます。

186 cps

c/s

t

"E"

現場表示部 意味

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ *12 この機能ではバッ ク グ ラ ウ ン ド校正のパルス レー ト が表示

されます。 "E" を押すと 、 表示されている値が確定され、

バッ ク グ ラ ウ ン ド校正が完了し ます。 "-1"  はバッ ク グ ラ ウ

ン ド校正がまだ行われていないこ と を示し ます。 この場合

は 2 つの選択肢があ り ます。

• " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）機能に戻 り 、 再度バッ ク グ ラ ウ

ン ド校正を開始する。

• 現在入力されているパルス レー ト または算出されたパル

ス レー ト を入力する （手動校正）。 その後、 Gammapilot M 

が " ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ "（*13）または（*1A）機能に切 り 替わ り ま

す。

186 cps
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4.2.4 校正ポイ ン ト

操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニュー抜粋は密度校正ポイ ン ト の入力方法を示し ています。 個別の機能については後
続のセ ク シ ョ ンで説明し ます。
これらの機能はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正の実行後にのみア ク セス可能です。

" コウセイポイ ン ト " （*1A）

その他の選択項目：
• "1" ～ "9" ： さ まざまな密度の校正ポイ ン ト
• "10" ： 再校正ポイ ン ト

再校正ポイ ン ト を入力する と、 現在の測定条件に応じ て I0 が再計算されます。 吸収係数  は
当初の校正がそのま ま保持されます。 測定配管内の堆積など、 測定条件が変化し た場合、 校正
ポイ ン ト "10" を入力する こ と ができ ます。

*1A

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ

1...9

ｻｲｺｳｾｲﾎﾟｲﾝ

ﾄ 10

*15

ｺｳｾｲ

0: ﾁｭｳｼ /

ﾍﾝｼｭｳ

1: ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ

ﾍｲｷﾝﾁ

*1B

ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ

(c/s)

*1C

ﾐﾂﾄﾞﾉｱﾀｲ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾﾚｸｼｮﾝ

*1D

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ

0: ﾅｼ

1: ｱﾘ

2: ｸﾘｱ

*1E

ｷｭｳｼｭｳｹｲ

ｽｳ

*1F

ﾘﾌｧﾚﾝｽﾊﾟﾙｽ

ﾚｰﾄ

*19

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ

0: ｲｲｴ

1: ﾊｲ

現場表示部 意味

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ *1A この機能は、 入力する校正ポ イ ン ト を選択する ために使用

し ます。
 1

2

3

E0

1



機能グループ " コウセイ " （*1） Gammapilot M FMG60

30 Endress+Hauser

" コウセイ " （*15）

選択項目：
• ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

次の場合にはこ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。
– 校正ポイ ン ト を入力し ない （既に入力されている などの理由によ り ） 。 この場合は校正ポイ

ン ト のパルス レー ト が " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B）機能で表示されます。この値は必要に応じ て変更で
き ます。

– 校正ポイ ン ト を手動入力する。 こ のため、 Gammapilot M は " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B）機能に切 り 替
わ り ます。

• ｽﾀｰﾄ 
こ のオプシ ョ ンは、 校正ポイ ン ト の自動入力を開始する ために使用し ます。 このオプシ ョ ンを
選択する と、 Gammapilot M が " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能に切 り 替わ り ます。

" パルスレー ト ヘイキンチ " （*11）

A0018118

値が十分に安定し た ら、 "E" を押し て この機能を終了でき ます。
その後、Gammapilot M が " ｺｳｾｲ "（*15）機能に切 り 替わ り ます。" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択し て平均化手
順を停止し ます。 その後、 値が自動的に " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B）機能に転送されます。

注記

密度校正
‣ 最大積分時間は 1000 秒です。 この時間が経過し た後、 値が自動的に " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B）機能

に転送されます。
‣ 積分時に測定対象物のサンプルを取得する必要があ り ます。その密度は研究室で決定し ます。
‣ " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能では、 "E" を押し て も積分が終了しません。 " ｺｳｾｲ "（*15）機能で

" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択する まで継続されます。そのため、最後に表示される平均パルス レー ト と
最終的な " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B） と の間にわずかなズレが発生する場合があ り ます。

現場表示部 意味

ｺｳｾｲ *15 この機能は、 選択し た校正ポ イ ン ト の自動入力を開始する

ために使用し ます。
ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

ｽﾀｰﾄ

現場表示部 意味

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ *11 この機能では、 平均パルス レー ト が表示されます （前の機

能で " ｽﾀｰﾄ " を選択し た後）。 当初はこの値が変動し ますが

（原子核崩壊の統計性のため）、 やがて平均値に達し ます。

平均化の実行時間が長いほど、 その後の変動が小さ く な り

ます。

1983 cps

c/s

t

"E"
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" ミ ツ ド コウセイ " （*1B）

" ミ ツ ド ノ ア タ イ " （*1C）

注記

この値を入力する際は、温度の影響を考慮に入れる必要があります。入力する密度では、パルス
レートの決定時の温度を参照する必要があります。密度とパルスレートが異なる温度で決定され
た場合は、それに応じて密度値を修正する必要があります。

" コウセイポイ ン ト " （*1D）

選択項目：
• ﾅｼ 

校正ポイ ン ト は使用されません。 しかし、 後から再度ア ク テ ィ ブにでき ます。
• ｱﾘ 

校正ポイ ン ト が使用されます。
• ｸﾘｱ 

校正ポイ ン ト が削除されます。 後から再度ア ク テ ィ ブにする こ と はでき ません。

現場表示部 意味

ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ *1B この機能では、 それぞれの構成ポイ ン ト のパルス レー ト が

表示されます。 "E" を押し て表示値を確定する必要があ り ま

す。 "-1" はパルス レー ト がまだ存在し ないこ と を示し ます。

この場合は 2 つの選択肢があ り ます。

• " ｺｳｾｲ " （*15） 機能に戻 り 、 再度校正を開始する。

• 現在入力されているパルス レー ト または算出されたパル

ス レー ト を入力する （手動校正）。

1983 cps

現場表示部 意味

ﾐﾂﾄﾞﾉｱﾀｲ *1C この機能は、 構成ポ イ ン ト の密度を入力する ために使用し

ます。 この値は実験測定でサンプルによ り 決定する必要が

あ り ます。
0.9963 g/cm3

現場表示部 意味

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ *1D この機能は、 現在の校正ポ イ ン ト を使用するかど う かを指

定する ために使用し ます。
ﾅｼ

 ｱﾘ

ｸﾘｱ
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" キュウシュウケイスウ " （*1E）

注記

現在アクティブな校正ポイントが 1 つしかない場合は、吸収係数が計算されません。代わりに最
新の有効値が使用されます。最初のコミッショニング後またはリセット後には、デフォルト値
 = 7.70 mm2/g が使用されます。この値はユーザが変更できます。

" リ フ ァ レンスパルスレー ト " （*1F）

注記

I0 は配管が空のパルスレート（理論参照値）です。この値は一般に、測定時に発生する実際のパ
ルスレートを大幅に上回ります。

" ツギ ノ ポイ ン ト " （*19）

選択項目：
• ｲｲｴ 

それ以上校正ポイ ン ト の入力または変更を行わない場合は、 このオプシ ョ ンを選択する必要が
あ り ます。 これを選択する と、 Gammapilot M がグループセレ ク シ ョ ンに戻 り 、 校正が完了し ま
す。

• ﾊｲ
さ らに校正ポイ ン ト の入力または変更を行 う 場合は、 このオプシ ョ ンを選択する必要があ り ま
す。 これを選択する と、 Gammapilot M が " ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ "（*1A）機能に戻 り 、 次のポイ ン ト を入力
または変更でき る よ う にな り ます。

現場表示部 意味

ｷｭｳｼｭｳｹｲｽｳ *1E この機能は、 現在ア ク テ ィ ブな構成ポ イ ン ト から取得され

た吸収係数が表示されます。 こ の表示値は妥当性検査に使

用し ます。7.70 mm2/g

現場表示部 意味

ﾘﾌｧﾚﾝｽﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ *1F この機能は、 現在ア ク テ ィ ブな校正ポ イ ン ト から取得され

た基準パルス レー ト  IO を表示し ます。 この値は編集でき ま

せん。
31687 cps

現場表示部 意味

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ *19 この機能は、 それ以上の校正ポ イ ン ト を入力するかど う か

指定する ために使用し ます。
 ｲｲｴ

ﾊｲ
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5 機能グループ " アンゼンセ ッ テイ " （*2）

5.1 " アラームジ ノ シュ ツ リ ョ ク " （*20）

5.2 " アラームジ ノ シュ ツ リ ョ ク " （*21）

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *2

 ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ

ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

現場表示部 意味

ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ *20 この機能はア ラーム状態で、 Gammapilot M の出力がどのよ

う な値を取るか、 決定し ます。
MIN -10% 3.6 mA

MAX 110% 22 mA

ﾎｰﾙﾄﾞ

（*20）

 アラーム時の出力

4 ～ 20 mA HART
PROFIBUS PA

FOUNDATION フィールドバス

MIN 3.6 mA -99999

MAX 22 mA +99999

ﾎｰﾙﾄﾞ 最終測定値がホール ド

ﾕｰｻﾞｰﾉﾄｸﾃｲ

(HART 機器でのみ選択可能 )

"ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ" (*21) での

定義どお り
選択不可

現場表示部 意味

ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ *21 この機能を使用し、 ア ラーム状態で、 電流出力がどのよ う

なユーザースペッ ク を取るか、 指定し ます。 値の入力単位

は mA です。 この機能は HART 機器でのみ使用でき ます。

" ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "（*20）機能で " ﾕｰｻﾞｰﾉﾄｸﾃｲ "（*20）を選択

し た場合にのみア ク テ ィ ブ状態にな り ます。

値の範囲 ： 3.6 ～ 22 mA

22.00 mA
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5.3 SIL ロ ッ ク （レベル限界値検知 200/400 mm 
PVT シンチレータ用） （HART のみ）

SIL ロ ッ ク （" ｾｷｭﾘﾃｨﾛｯｸ " （022） 機能） は " ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ " 機能グループ（S2）にあ り ます。 これに
は、" ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ " オペレーテ ィ ングモード と " ﾚﾍﾞﾙ " 測定モード でのみア ク セスでき ます（「ロ ッ
ク の前提条件」 も参照）。
SIL ロ ッ ク またはロ ッ ク解除を行 う と、表示デ ィ スプレ イ経由または FieldCare 経由の通信速度が
著し く 低下し ます。 これは内部の リ ード バッ ク と パラ メ ータ認証が原因です。 ただし、 これが発
生するのはロ ッ ク、 ロ ッ ク解除時のみで、 測定自体に影響はあ り ません。
ロ ッ クする場合、 製造者の リ セ ッ ト コード を除き、 全パラ メ ータがロ ッ ク されます。 パラ メ ータ
は表示のみが可能です。 製造者の リ セ ッ ト コード のみ変更する こ と ができ ます。 4 桁のパス ワー
ド （1000 ～ 9999） を入力する と ロ ッ ク が開始し ます。 その後、 最も重要なパラ メ ータに対し て、
プロ ンプ ト のシーケン スが続き ますが、 これら のパラ メ ータはすべて確認する必要があ り ます。
パス ワー ド を確認する と ロ ッ ク が完了し ます。 パス ワー ド 確認の直後、 機器はロ ッ ク されます。
パス ワード は既に表示されていません。 パラ メ ータか、 パス ワード の表示に誤 り があ り 、 確認が
済んでいない場合、 ロ ッ ク手順は中止されます。 FMG60 はロ ッ ク手順が開始する前と同様、 ロ ッ
ク されていない状態です。

ロ ッ クの前提条件

ロ ッ クする際は以下のパラ メ ータ を設定する必要があ り ます。

1. ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ＝ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ

2. 測定モード＝ﾘﾐｯﾄ

3. 通信＝ HART Ex i あ るいは HART Ex e/d

4. シンチレータ タ イプ＝ PVT

5. デ ィ テ ク タ長＝ 200 あ るいは 400

6. SW バージ ョ ン = 01.02.00 または 01.02.02

7. 線源＝ Cs あ るいは Co

リ ード バッ クパスの校正値が有効範囲かど う か確認し て く ださい。

5.3.1 確認パラ メ ータ一覧

以下のパラ メ ータは、ユーザが修正でき るため、これらのパラ メ ータ を確認する必要があ り ます。
デ ィ テ ク タ長は最終確認時に安全機能の規定ができ ないため、 確認する必要があ り 、 修理後は必
ず、 サービ スセグ メ ン ト に置かれています。

1. 日付

2. ビームの種類 （標準またはモジュ レー ト （変調された）2)）

3. 線源 （Cs または Co）

4. 出力積分

5. 校正日付

6. バッ ク グ ラ ウ ン ド パルス レー ト  cps

7. 測定対象な しの校正 cps

8. 測定対象あ り の校正 cps

9. ガンマグ ラ フ ィ ーホール ド時間 （ビームの種類が標準であ る場合のみ設定可能）。 線源が調
節されている場合は 10

10. 出力電流  3.0 mA

11. デ ィ テ ク タ長

2) レベル上限検知用の変調のみ
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5.3.2 " セキュ リ テ ィ ロ ッ ク " 機能 （*22） （SIL ロ ッ ク解除）

パス ワード を入力する と、 SIL2/3 モード で FMG60 のロ ッ ク を解除でき ます。 パス ワード を正し
く 入力する と FMG60 はロ ッ ク が解除されます。パス ワード に誤 り があ る と FMG60 はグループセ
レ ク シ ョ ンへ戻 り ます。 電源のオン、 オフで機器のロ ッ ク を解除する こ と はでき ません。

その他の選択項目：
• ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ
• ﾛｯｸ
• ｷｷﾛｯｸ
• ｷｷﾛｯｸｶｲｼﾞｮ

5.3.3 パスワー ド をお忘れですか？ 

機器がロ ッ ク される と パス ワード を閲覧する こ と ができ ません。 こ のため、 パス ワード は製造者
リ セ ッ ト でのみ削除する こ と ができ ます。 同時に全パラ メ ータが初期値に設定され、 校正データ
が削除されます。 こ う し て機器にエラー電流が発生し ます。

5.3.4 " パスワー ド " 機能 （*23） （セキュ リ テ ィ パスワー ド）

パス ワード は必ず 4 桁の数で、 範囲は 1000 ～ 9999 と なっています。 他の値は無効です。
ロ ッ ク後、 0000 が表示されます。 パス ワード自体は表示されません。

現場表示部

ｾｷｭﾘﾃｨﾛｯｸ *22

 ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ

ﾛｯｸ

ｷｷﾛｯｸ

現場表示部

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ *23
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5.3.5 "Iout カ クニン " 機能 （*24） （ロ ッ ク時の出力電流）

" ｷｷﾛｯｸ " を選択する と第 2 のス イ ッチオフパスによ り 出力電流が <3.6、通常は 2.4 mA にシフ ト
し ます。 このため、 ユーザは FMG60 が実際にロ ッ ク された こ と をはっ き り 確認でき ます。 
ユーザはこの電流値を明確に確認する必要があ り ます。 システムがロ ッ ク シーケン ス全体を正し
く 経過し て初めて、FMG60 は " ｷｷﾛｯｸ " 状態に設定され、電流出力が再度、開放されます。FMG60
がロ ッ ク中にオフにな り 、 再度、 オンになる と FMG60 は通常のロ ッ ク されていない動作を再開
し ます。パラ メ ータが確認されない と FMG60 は " ｷｷﾛｯｸ " 状態に と ど ま り ます。 ロ ッ ク中に機器
を " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ " に切 り 替え る こ と ができ ます。 この際、 機器は通常の測定モード で動作し ます。
" ｷｷﾛｯｸ " 状態は ト ータル リ セ ッ ト （7864） でも無効化でき ますが、校正パラ メ ータ もすべて削除
されます。 正しいロ ッ ク状態は " 部分ス ト ローク試験 " を使用し、 決定する こ と ができ ます。

5.3.6 " シーケンスカ クニン " 機能 （*25） （デ ィ スプレ イ確認）

デ ィ スプレ イに数が正し く 表示されている こ と を確認する場合、>0123456789.-< はデ ィ スプレ イ
で最初に確認すべき要素です。 ユーザは数が正し く 表示されている こ と を確認する必要があ り ま
す。 数の表示方法にエラーが発生し た らユーザはロ ッ ク動作を中止し なければな り ません。

5.3.7 " バッ クグラウン ド カ クニン " 機能 （*26）

現場表示部

Iout ｶｸﾆﾝ *24

 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ

現場表示部

ｼｰｹﾝｽｶｸﾆﾝ *24

>0123456789 .-<

 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ

現場表示部 意味

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｶｸﾆﾝ *26 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ
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5.3.8 " コウセイ カ クニン " 機能 （*27）

その他の選択項目：
• ﾑｺｳ
• ﾕｳｺｳ

5.3.9 " センゲン カ クニン " 機能 （*28）

その他の選択項目：
• ﾑｺｳ
• ﾕｳｺｳ

5.3.10 " ジカ ン カ クニン " （*29） （出力積分）

その他の選択項目：
• ﾑｺｳ
• ﾕｳｺｳ

5.3.11 " ヒ ヅケカ クニン " 機能 （*2A）

その他の選択項目：
• ﾑｺｳ
• ﾕｳｺｳ

現場表示部 意味

ｺｳｾｲｶｸﾆﾝ *27 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

 ﾑｺｳ

現場表示部 意味

ｾﾝｹﾞﾝｶｸﾆﾝ *28 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

 ﾑｺｳ

現場表示部 意味

ｼﾞｶﾝｶｸﾆﾝ *29 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

 ﾑｺｳ

現場表示部 意味

ﾋﾂﾞｹｶｸﾆﾝ *2A 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

 ﾑｺｳ
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5.3.12 " ナガサカ クニン " 機能 （*2B）

5.3.13 " パスワー ド カ クニン " 機能 （*2C）

5.3.14 " パスワー ド " 機能 （*2D） （パスワー ド ロ ッ ク解除）

パス ワード は必ず 4 桁の数で、 範囲は 1000 ～ 9999 と なっています。 他の値は無効です。 機器を
ロ ッ クする際は 4 桁の数から成るパス ワード を入力し て く ださい。

現場表示部 意味

ﾅｶﾞｻｶｸﾆﾝ *2B 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ

現場表示部 意味

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｶｸﾆﾝ *2C 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ

現場表示部

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ *2D
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6 機能グループ " オン ド ホセイ " （*3）

6.1 基本原則

6.1.1 温度補正の機能

6.1.2 補正済み密度の計算

温度補正を有効にする と、 測定された密度が基準温度 Tref に変換されます。 基準温度はユーザが
定義でき ます。
この変換は次の式に従って行われます。

ref =  + （Tref - T） tk1 + （Tref - T） 2 tk2

この式の意味は次の とお り です。
• ref ： 表示される密度
•  ： 測定された密度 
• Tref ： 基準温度 （ユーザが指定）
• T ： PT-100 センサによ って示された測定対象物の現在温度
• tk1 ： 一次温度係数
• tk2 ： 二次温度係数

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *3

 ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

ｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰ

温度補正は、 温度の影響によ る密度の変化を
補正する ためのものです。

温度補正を行 う には、Gammapilot M に PT-100 
温度センサ （4 線式バージ ョ ン） を接続する必
要があ り ます。

A0018716

1 PT-100
2 Gammapilot M

2

1
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6.1.3 温度係数の計算

例 ： 水の密度

温度係数 tk1 および tk2 はユーザが直接入力するのではあ り
ません。 ユーザが 2 つまたは 3 つの " 温度 - 密度 " 値ペア
を入力する と、 Gammapilot M によ って係数が自動的に計算
されます。

•基準温度 （1） と最小温度 （2） を入力する と、
Gammapilot M によ って一次温度係数 tk1 が計算されます。
この場合、 二次温度係数は tk2 = 0 と な り ます。

•さ らに最大温度 （3） も入力する と、 二次係数 tk2 も 
Gammapilot M によ って計算されます。 し たがって、
2 次補正が実行されます。 通常、 2 次補正は線形補正よ り
も正確です。

個別の値ペアの密度は、 参考資料から取得するか、 研究室
で特定する こ と ができ ます。 水の場合の値を次の表に示し
ます。

A0018717

1 基準温度 Tref
2 最小温度
3 最大温度 （オプシ ョ ン）

�

T

1

2

3

T [ ℃ ] T [°F]  [g/cm3] T [ ℃ ] T [°F]  [g/cm3]

0 32.0 0.9998 34 93.2 0.9942

2 35.6 0.9999 36 96.8 0.9934

4 39.2 1.000 38 100.4 0.9928

6 42.8 0.9999 40 104.0 0.9922

8 46.4 0.9998 45 113.0 0.9902

10 50.0 0.9997 50 122.0 0.9880

12 53.6 0.9994 55 131.0 0.9857

14 57.2 0.9992 60 140.0 0.9832

16 60.8 0.9989 65 149.0 0.9806

18 64.4 0.9985 70 158.0 0.9778

20 68.0 0.9982 75 167.0 0.9748

22 71.6 0.9977 80 176.0 0.9718

24 75.2 0.9972 85 185.0 0968.6

26 78.8 0.9966 90 194.0 0.6953

28 82.4 0.9961 95 203.0 0.9618

30 86.0 0.9957 100 212.0 0.9584

32 89.6 0.9949
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6.2 操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニュー抜粋は温度補正の設定方法を示し ています。 個別の機能については後続のセ ク
シ ョ ンで説明し ます。

6.3 " オン ド ホセイ " （*30）

選択項目：
• ﾅｼ

こ のモード では、 温度補正がア ク テ ィ ブになりません。 測定された密度が補正な しで表示され
ます。 入力し た値ペア （温度 - 密度） は表示でき ますが編集はでき ません。 値ペアは削除され
ません。

• ｱﾘ
こ のモード では温度補正がア ク テ ィ ブにな り ます。 補正後の密度が表示されます。 値ペア （温
度 - 密度） の入力、 表示および編集が可能です。

• ｸﾘｱ
これを選択する と、 温度補正がオフになる と同時に、 値ペア （温度 - 密度） が削除されます。

6.4 " セレ ク ト オン ド " （*31）

選択項目：
• ｷｼﾞｭﾝ

目的の基準温度
• MIN

最小温度
• MAX

最大温度

*30

ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ

0: ﾅｼ

1: ｱﾘ

2: ｸﾘｱ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾﾚｸｼｮﾝ
0、 1

*31

ｾﾚｸﾄｵﾝﾄﾞ

0: ｷｼﾞｭﾝ

1: MIN

2: MAX

*32

ｵﾝﾄﾞ

*33

ﾐﾂﾄﾞ

*34

ｲﾁｼﾞｹｲｽｳ

(display 

field)

*35

ﾆｼﾞｹｲｽｳ 

(display 

field)

*36

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ

0: ｲｲｴ

1: ﾊｲ

現場表示部 意味

ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ *30 この機能では、 温度補正のオン / オフを切 り 替え る こ と が

でき ます。
 ﾅｼ

ｱﾘ

ｸﾘｱ

現場表示部 意味

ｾﾚｸﾄｵﾝﾄﾞ *31 この機能では、 以下の各機能に入力する温度を決定し ます

（→ 39 ページの図を参照）。
 ｷｼﾞｭﾝ

MIN

MAX

2

0
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6.5 " オン ド " （*32）

6.6 " ミ ツ ド " （*33）

6.7 " イチジケイスウ " （*34）

6.8 " ニジケイスウ " （*35）

6.9 " ツギ ノ ポイ ン ト " （*36）

選択項目：
• ｲｲｴ

これ以上値ペアを入力し ません。Gammapilot M が、" ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ "（*30）機能に戻 り 、そ こ で "ESC"
を押すと グループセレ ク シ ョ ンに戻 り ます。

• ﾊｲ
こ のオプシ ョ ンを選択する と、Gammapilot M が、 " ｾﾚｸﾄｵﾝﾄﾞ "（*31）機能に戻 り 、 次の値ペアを
選択し て入力でき ます。

現場表示部 意味

ｵﾝﾄﾞ *32 この機能では、 選択し た値ペアの温度を決定し ます。 温度

入力の単位は、 " ｵﾝﾄﾞﾀﾝｲ " （*C6） 機能で設定でき ます。
25 ℃

現場表示部 意味

ﾐﾂﾄﾞ *33 この機能では、 選択し た値ペアの密度を決定し ます。

温度入力の単位は、 " ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ " （*06） 機能で設定でき ます。
0.9670 g/cm3

現場表示部 意味

ｲﾁｼﾞｹｲｽｳ *34 この機能では、 一次温度係数 tk1 が表示されます。

入力し た値ペアが 2 つ未満の場合は "0.0" と表示されます。

この場合温度補正は不可能です。

単位 ： g/ （cm3K）

この機能は妥当性検査のみに使用でき、 編集はでき ません。

0.0

現場表示部 意味

ﾆｼﾞｹｲｽｳ *35 この機能では、 二次温度係数 tk2 が表示されます。

入力し た値ペアが 3 つ未満の場合は "0.0" と表示されます。

この場合は線形温度補正だけが可能です。 単位 ： g/cm3K2

この機能は妥当性検査のみに使用でき、 編集はでき ません。

0.0

現場表示部 意味

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ *36 この機能は、 それ以上の値ペアを入力するかど う か指定す

る ために使用し ます。
 ｲｲｴ

ﾊｲ
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7 機能グループ " リ ニアラ イゼーシ ョ ン " （*4）

7.1 レベル測定のリ ニアラ イゼーシ ョ ン

7.1.1 リ ニアラ イゼーシ ョ ンのモー ド、 リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブル

レベル測定では、 パルス レー ト と レベル （0% ～ 100%） の関係が リ ニア ラ イゼーシ ョ ンによ って
定義されます。 Gammapilot M には次の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンモード があ り ます。
そのひ と つ と し て標準的な用途向けのプ ロ グ ラ ム済み リ ニア ラ イ ゼーシ ョ ンモー ド があ り ます
（" リ ニア ", " 標準 "）。 その他の方法 と し て、 各アプ リ ケーシ ョ ンに正確に適合する リ ニア ラ イ
ゼーシ ョ ンテーブルの入力が可能です。 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルは最大 32 の値ペア （正
規化パルス レー ト ： レベル） で構成されます。 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンは単調減少する必要があ り
ます。つま り 、よ り 高いパルス レー ト に対し て よ り 低いレベルを常に割 り 当てる必要があ り ます。

例

A0018725

レベル測定の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルの例 （6 つの値ペアで構成）

N ： 値ペアの番号、 L ： レベル、 I ： 測定パルス レー ト 、 IN ： 正規化パルス レー ト

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *4

 ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

ｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰ

ｼｭﾂﾘｮｸ

0%

10000

100%

IN

L (%)

N（*41） L（*42） I IN（*43）

1 0 2431 1000

2 35 1935 792

3 65 1283 519

4 83 642 250

5 92 231 77

6 100 46 0
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7.1.2 正規化パルスレー ト

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルには正規化パルス レー ト を入力する こ と が重要です。 これは実際
の測定パルス レー ト と は異な り ます。 これら 2 つの数量の関係は次の式で示されます。

この式の意味は次の とお り です。

•I0 ： 最小パルス レー ト （つま り 満量 （スパン） 校正のパルス レー ト ）

•Imax ： 最大パルス レー ト （つま り 空 （0%） 校正のパルス レー ト ）

•I ： 測定パルス レー ト

•IN ： 正規化パルス レー ト

正規化パルス レー ト が使用されるのは、 放射性線源の放射能に依存し ないからです。

•L = 0% （容器が空） の場合、 常に IN = 1000

•L = 100% （容器が満量） の場合、 常に IN = 0

7.1.3 リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブルの入力方法

自動リ ニアラ イゼーシ ョ ン

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポイ ン ト を自動入力するには、 必須レベルまでタ ン ク を満たす必要があ り
ます。 照射はオンにする必要があ り ます。 Gammapilot M はパルス レー ト を自動的に記録し ます。
関連レベルはユーザが入力し ます。

手動リ ニアラ イゼーシ ョ ン

Gammapilot M のコ ミ ッ シ ョ ニング時に、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルにおけ る 1 つまたは複
数のポイ ン ト の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが不可能 （タ ン ク を十分に満たすこ と ができ ない、 または
空にでき ないなどの理由によ る） な場合は、 表を手動入力する必要があ り ます。
つま り 、 レベルだけでな く 関連するパルス レー ト も ユーザが入力する必要があ り ます。
パルス レー ト 計算の詳細については、 弊社営業部門にお問い合わせ く ださい。

IN =
I - I0

x 1000
Imax - I0
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7.1.4 操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニュー抜粋はレベル測定の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンの概要を示し ています。 個別の機能
については後続のセ ク シ ョ ンで説明し ます。

7.1.5 " リ ニアラ イゼーシ ョ ン （*40）

A0018246

A リ ニア IN パルス レー ト （1 秒あた り のパルス カ ウ ン ト 、 c/s）

B 標準 L レベル （%）
C、 D ユーザ入力によ る リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

*40

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

0: ﾘﾆｱ

1: ﾋｮｳｼﾞｭﾝ

2: ﾃｰﾌﾞﾙｾｯﾃｲ

3: ﾃｰﾌﾞﾙｵﾝ

4: ﾃｰﾌﾞﾙｸﾘｱ

0、 1、 4、 "ESC"
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾﾚｸｼｮﾝ

02、 3

*41

ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ

"1" ～ "32"

*42

ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾍﾞﾙ

[%]

*43

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮ

ﾝ

0: ﾁｭｳｼ /

ﾍﾝｼｭｳ

1: ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍ

ｲｷﾝﾁ

*44

ｾｲｷｶﾊﾟﾙｽ

ﾚｰﾄ

-1: 

ｺｳｾｲｻﾚﾃｲ

ﾏｾﾝ

*4B

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ

0: ｲｲｴ

1: ﾊｲ

1 1

現場表示部 意味

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ *40 この機能は、 レベル測定の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンモード の

選択と 、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルのオン / オフ切替

えに使用し ます。
ﾘﾆｱ

ﾋｮｳｼﾞｭﾝ

ﾃｰﾌﾞﾙｾｯﾃｲ

E0

L
L

B

C
D

IN

IN

L L

IN IN

A
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その他の選択項目：
• ﾘﾆｱ

こ のモード では出力がパルス レー ト に線形依存し ます。 " ｽﾚｰﾌﾞ " および " ｴﾝﾄﾞｽﾚｰﾌﾞ " の動作
モード （" ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ " （*04） 機能を参照） では、 こ のモード は標準設定であ り 、 編集でき
ません。

• ﾋｮｳｼﾞｭﾝ
こ のモード ではレベルが標準 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン曲線から計算されます。 これは次の状況下
で有効です。
– 測定が垂直円筒形容器で行われ、 容器の壁厚は全体を通し て 30 mm （1.18 in） 未満であ る。
– 使用する放射性線源は 1 つだけであ る。
– 照射角は 30° 未満であ る。

• ﾃｰﾌﾞﾙｾｯﾃｲ
これを選択する と新規 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルの入力が開始されます。 この入力は次の
各機能によ って行います。
– " ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ "（*41）
– " ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾍﾞﾙ "（*42）
– " ｺｳｾｲ "（*15）
– " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）
– " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*43）
– " ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ "（*4B）

• ﾃｰﾌﾞﾙｵﾝ
入力し た リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを、 こ のオプシ ョ ンでオンにし ます。 そ う でない と、
リ ニア ラ イ ゼーシ ョ ンテーブルが目的の値の計算に使用さ れません。 テーブルをオンにする
と、Gammapilot M が " ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ "（*41）機能に切 り 替わ り ます。"Esc" （O と  S を同時に） を
2 回押し てグループセレ ク シ ョ ンに戻 り ます。

• ﾃｰﾌﾞﾙｸﾘｱ
これを選択する と既存の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが削除されます。 リ ニア ラ イゼーシ ョ
ンのモード は " ﾘﾆｱ " に設定されます。

注記

"ﾘﾆｱ" または "ﾋｮｳｼﾞｭﾝ" のオプションを選択すると、既存のリニアライゼーションテーブルがオフ
になりますが、テーブルは削除されません。" ﾃｰﾌﾞﾙｵﾝ " を選択して表を再度オンにすることがで
きます。テーブルは " ｸﾘｱ " オプションを選択するまで完全にはクリアされません。

7.1.6 " テーブルナンバー " （*41）

注意!

テーブルポイントを、空、満了校正の正規化パルスレートとして入力してください。 それらのポ
イントが不明の場合は、全測定範囲での校正を実施できません。

7.1.7 " ニュウ リ ョ ク レベル " （*42）

現場表示部 意味

ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ *41 この機能は、 入力、 表示、 または編集する リ ニア ラ イゼー

シ ョ ンテーブルのポ イ ン ト を選択する ために使用し ます。

後続の各機能では、 こ こ で選択し たポ イ ン ト が対象と な り

ます。

値の範囲 ： 01 ～ 32

1

現場表示部 意味

ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾍﾞﾙ *42 この機能では、 各 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポ イ ン ト のレベル

を入力または表示し ます。 値のレ ンジは 0% ～ 100% です。
10%



Gammapilot M FMG60 機能グループ " リ ニアラ イゼーシ ョ ン " （*4）

Endress+Hauser 47

7.1.8 " リ ニアラ イゼーシ ョ ン " （*43）

選択項目：
• ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

次の場合にはこ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。
– リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポイ ン ト を入力し ない （既に入力されている などの理由によ り ） 。 こ

の場合は リ ニア ラ イゼーシ ョ ン点のパルス レー ト が、 機能 " ｾｲｷｶﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*44）で表示され
ます。 この値は必要に応じ て変更でき ます。

– リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポイ ン ト を手動入力する必要があ る。Gammapilot M が " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "
（*44）機能に切 り 替わ り ます。

• ｽﾀｰﾄ
こ のオプシ ョ ンは、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン点の自動入力を開始する ために使用し ます。 このオ
プシ ョ ンを選択する と、 Gammapilot M が " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能に切 り 替わ り ます。

注記

"FieldCare" には、リニアライゼーションテーブルを簡単に入力できるテーブルエディタが備わっ
ています。このエディタでは、使用しない予定のリニアライゼーションポイントについては正規
化パルスレートを "-1" にする必要があります。 "-1" という値のある入力フィールドからは "Esc"
によってのみ出ることができます。

現場表示部 意味

ｺｳｾｲ *43 この機能は、 選択し た リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポイ ン ト の自

動入力を開始する ために使用し ます。
ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ
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7.1.9 " パルスレー ト ヘイキンチ " （*11）

A0018118

値が十分に安定し た ら、 "E" を押し て この機能を終了でき ます。
その後、Gammapilot M が " ｺｳｾｲ " （*43） 機能に切 り 替わ り ます。" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択し て平
均化手順を停止し ます。 その後、 値が自動的に正規化され、 " ｾｲｷｶﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ （*44） 機能に転送さ
れます。

注記

正規化パルスレート
‣ 最大積分時間は 1000 秒です。 この時間が経過し た後、 値が自動的に " ｾｲｷｶﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ （*44）

機能に転送されます。
‣ " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ " （*11） 機能では、 "E" を押し て も積分が終了し ません。 " ｺｳｾｲ " （*43） 機

能で " ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択する まで継続されます。そのため、最後に表示される平均パルス
レー ト と最終的な " ｾｲｷｶﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*44） と の間にわずかなズレが発生する場合があ り ます。

7.1.10 " セイキカパルスレー ト " （*44）

注記

正規化したことによって、正規化パルスレートは平均パルスレートにマッチしません。正規化パ
ルスレートは常に 0 ～ 1,000 c/s でなければなりません。

現場表示部 意味

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ *11 この機能では、 平均パルス レー ト が表示されます （前の機

能で " ｽﾀｰﾄ " を選択し た後）。 当初はこの値が変動し ますが

（原子核崩壊の統計性のため）、 積分によ り やがて平均値に

達し ます。 平均化の実行時間が長いほど、 その後の変動が

小さ く な り ます。

2548 cps

c/s

t

"E"

現場表示部 意味

ｾｲｷｶﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ *44 この機能では、 それぞれの リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポイ ン ト

のパルス レー ト が表示されます。 "E" を押し て表示値を確

定する必要があ り ます。 "-1" はこのポ イ ン ト のパルス レー

ト がまだ存在し ないこ と を示し ます。

この場合は 2 つの選択肢があ り ます。

• " ｺｳｾｲ " （*43） 機能に戻 り 、 再度積分を開始する。

• 現在入力されているパルス レー ト または算出されたパル

ス レー ト を入力する （手動 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン）。

876 cps
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7.1.11 " ツギ ノ ポイ ン ト " （*4B）

選択項目：
• ｲｲｴ 

これ以上 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン点を入力し ない場合は、 このオプシ ョ ンを選択する必要があ り
ます。 こ の場合、 Gammapilot M は " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*40）機能に戻 り ます。 この機能でテーブル
をオンに設定でき ます。

• ﾊｲ 
さ ら に リ ニア ラ イ ゼーシ ョ ン点を入力する場合は、 こ のオプシ ョ ン を選択する必要があ り ま
す。 この場合、 Gammapilot M は " ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ "（*41）機能に戻 り ます。 この機能で次のポイ ン
ト を選択でき ます。

現場表示部 意味

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ *4B この機能は、 それ以上の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン点を入力す

るかど う かを指定する ために使用し ます。
ｲｲｴ

ﾊｲ
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7.2 濃度測定のリ ニアラ イゼーシ ョ ン

7.2.1 単位、 リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブル

濃度測定では、 測定密度と濃度の関係が リ ニア ラ イゼーシ ョ ンによ って定義されます。

Gammapilot M は濃度測定用の各種単位に対応し ています。
• それらの単位の一部 （°Brix、 °Baumé、 °API など） については、 密度と濃度の関係が事前定

義さ れています。 そのいずれかの単位を使用する場合は、 それ以上の指定および リ ニア ラ イ
ゼーシ ョ ンテーブルは不要です。

• 密度と濃度の関係が事前定義されていない単位 （% 質量、 % 体積、 体積あた り 質量） も あ り ま
す。 そのいずれかの単位を使用する場合は、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを入力する必要が
あ り ます。
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルは最大 32 の値ペア （密度 ： 濃度） で構成されます。
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルは、 密度 と濃度の関係が 1 対 1 と な る よ う 、 単調増加または単
調減少する必要があ り ます。

例

A0018732

濃度測定の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルの例 （6 つの値ペアで構成）

N ： テーブルナンバー （*48）、 r ： 密度 （*49）、 C ： 濃度 （*4A）

C (%)

1.4 1.6 1.8 2.0 2.21.2
0

10

20

30

40

50

(g/cm )3ρ

N  C

1 1.25 0

2 1.36 10

3 1.49 20

4 1.65 30

5 1.85 40

6 2.11 50
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7.2.2 値ペアの決定

値ペアは次のいずれかの方法で決定でき ます。
• サンプル測定によ って決定する。
• 参考資料から抽出する。
• 次のいずれかの式から計算する。

固形物 （% 質量） ：

固形物 （% 体積） ：

固形物 （体積あた り質量） ：

これらの式の意味は次の とお り です。
• C ： 濃度 （ リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルに入力する値）
•  ： 測定密度 （ リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルに入力する値）
• c ： 搬送液の密度
• S ： 固形分の密度

C=
1 - (c/)

x 100% 
c

1 - (c/s)


C
cs)

100%

C=
 - c

x 100% c +
C

(s - c)
s - c 

C=
 - c

c + C x (1 - s / c)
s /c)
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7.2.3 操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニュー抜粋は濃度測定の設定方法の概要を示し ています。 個別の機能については後続
のセ ク シ ョ ンで説明し ます。

7.2.4 " タ ン イセレ クシ ョ ン " （*45）

選択項目：
• ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ 

こ のオプシ ョ ンを選択する と、 測定値が濃度に変換されず、 " ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ "（*06）で選択し た単位
で表示されます。

• ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ 
こ のオプシ ョ ンを選択する と、測定値が表示される前に変換されます。単位は、" ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ "（*46）
機能で選択でき ます。

*45

ﾀﾝｲｾﾚｸｼｮﾝ

0: ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ

1: ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ

0,1

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾﾚｸｼｮﾝ

1

*46

ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ

0: g/cm3 ...

12: g dm/l

13: （単位な し）

0 ～ 7

8 ～ 

13

2、

"ESC"

*47

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

0: ﾃｰﾌﾞﾙｾｯﾃｲ

1: ﾃｰﾌﾞﾙｵﾝ

2: ﾃｰﾌﾞﾙｸﾘｱ

0,1

*48

ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ

（1 ～ 32）

*49

ﾆｭｳﾘｮｸﾐﾂﾄﾞ

*4A

ﾆｭｳﾘｮｸﾉｳﾄﾞ

*4B

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ

0: ｲｲｴ

1: ﾊｲ

1

0

現場表示部 意味

ﾀﾝｲｾﾚｸｼｮﾝ *45 この機能では、 測定値を密度の単位で表示するか、 濃度

（つま り ユーザ単位） に変換するかを定義し ます。
 ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ

ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ
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7.2.5 " ユーザタ ン イ " （*46）

その他の選択項目：
• g/cm3

• g/l
• lb/gal; [1 g/cm3 = 8.345 lb/gal]
• lb/ft3; [1 g/cm3 = 62.428 lb/ft3]
• ° Brix; [1°Brix = 270 （1 - 1/x） ]
• ° Baumé; [1° Baumé = 144.3 （1 - 1/x） ]
• ° API; [1° API = 131.5 （1.076/x - 1） ]
• ° Twaddell; [1 ° Twaddell = 200 (x - 1)]
• %
• % 質量 （変換については式を参照）
• % 体積 （変換については式を参照）
• 固形分 / 体積 （変換については式を参照
• g Trm./l
• （単位な し）

"x" は g/cm3 を単位とする密度です。 こ の式は、 こ の密度に対応する角度を示し ています。

7.2.6 " リ ニアラ イゼーシ ョ ン " （*47）

選択項目：
• ﾃｰﾌﾞﾙｾｯﾃｲ

これを選択する と新規 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルの入力が開始されます。 この入力は次の
各機能によ って行います。
– " ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ "（*48）
– " ﾆｭｳﾘｮｸﾐﾂﾄﾞ "（*49）
– " ﾆｭｳﾘｮｸﾉｳﾄﾞ "（*4A）
– " ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ "（*4B）

• ﾃｰﾌﾞﾙｵﾝ
入力し た リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを、 こ のオプシ ョ ンでオンにし ます。 そ う でない と、
リ ニア ラ イ ゼーシ ョ ンテーブルが目的の値の計算に使用さ れません。 テーブルをオンにする
と、Gammapilot M が " ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ "（*48）機能に切 り 替わ り ます。"Esc" （O と  S を同時に） を
2 回押し てグループセレ ク シ ョ ンに戻 り ます。

• ﾃｰﾌﾞﾙｸﾘｱ
こ のオプシ ョ ンを選択する と、 既存の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが削除され、 完全に新規
の表を入力でき ます。

現場表示部 意味

ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ *46 この機能では、 希望の濃度単位を選択し ます。

オプシ ョ ン 0 ～ 7 については、 密度と 濃度の関係が事前定

義されています。 し たがって リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブ

ルは必要あ り ません。 オプシ ョ ン 8 ～ 13 については、 リ

ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを入力する必要があ り ます。

 g/cm3

g/l

lb/gal

現場表示部 意味

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ *47 この機能は、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルの入力を開始

する ために使用し ます。 また、 こ の機能で既存の表をオン

にするか、 表が不要になった場合に削除する こ と もでき ま

す。

 ﾃｰﾌﾞﾙｾｯﾃｲ

ﾃｰﾌﾞﾙｵﾝ

ﾃｰﾌﾞﾙｸﾘｱ
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7.2.7 " テーブルナンバー " （*48）

7.2.8 " ニュウ リ ョ ク ミ ツ ド （*49）

7.2.9 " ニュウ リ ョ ク ノ ウ ド " （*4A）

7.2.10 " ツギ ノ ポイ ン ト " （*4B）

選択項目：
• ｲｲｴ 

これ以上 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン点を入力し ない場合は、 このオプシ ョ ンを選択する必要があ り
ます。
こ の場合、 Gammapilot M は " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*47）機能に戻 り ます。 この機能でテーブルをオン
に設定でき ます。

• ﾊｲ 
さ ら に リ ニア ラ イ ゼーシ ョ ン点を入力する場合は、 こ のオプシ ョ ン を選択する必要があ り ま
す。
こ の場合、 Gammapilot M は " ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ "（*48）機能に戻 り ます。 この機能で次のポイ ン ト を
選択でき ます。

現場表示部 意味

ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ *48 この機能は、 入力、 表示、 または編集する リ ニア ラ イゼー

シ ョ ンテーブルのポ イ ン ト を選択する ために使用し ます。

後続の各機能では、 こ こ で選択し たポ イ ン ト が対象と な り

ます。

1

現場表示部 意味

ﾆｭｳﾘｮｸﾐﾂﾄﾞ *49 この機能では、 各 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポイ ン ト の密度を

入力し ます。 " ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ " （*06） 機能で指定し た単位が使用

されます。
0.987 g/cm3

現場表示部 意味

ﾆｭｳﾘｮｸﾉｳﾄﾞ *4A この機能では、 各 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポイ ン ト の濃度を

入力し ます。 " ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ " （*46） 機能で指定し た単位が使用

されます。
0.67%

現場表示部 意味

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ *4B この機能は、 それ以上の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポ イ ン ト を

入力するかど う か指定する ために使用し ます。
ｲｲｴ

ﾊｲ
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8 機能グループ " ガンマグラ フ ィ ー " （*5）
この機能は測定の障害と な る干渉放射線を検知する こ と を目的 と し ています。

8.1 基本原則

こ の機能グループでは、 Gammapilot M のガ ンマグ ラ フ ィ ー検知が設定 さ れます。 ガ ンマグ ラ
フ ィ ー検知の目的は、 測定中にガンマグ ラ フ ィ ー （放射線によ る非破壊検査） によ ってプラ ン ト
内で発生する干渉放射線を検知する こ と です。
ガンマグ ラ フ ィ ー検知を行わない と、 この干渉放射線によ って測定値が小さ過ぎ る値にな り ます
（最小 0% または min）。 これに対し、 ガンマグ ラ フ ィ ーを行 う と、 出力が確実な値 （-10%、 110%、
最終測定値のホール ド値など） を示し ます。

A0018736

放射線レベル測定に対するガンマグ ラ フ ィ ーの影響

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *5

 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰ

ｼｭﾂﾘｮｸ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

0.0 % minρ
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8.1.1 ガンマグラ フ ィ ー基準

通常、 ガンマグ ラ フ ィ ー放射線は短期間だけ発生し ます。 し たがって、 Gammapilot M は次の 2 つ
の基準を使用し てガンマグ ラ フ ィ ーを検知し ます。

1. デ ィ テ ク タのパルス レー ト が非常に急激に上昇または低下する （" ｽﾊﾟﾝﾀｲﾑ " （*51） 機能）。

2. デ ィ テ ク タ のパル ス レー ト が最大値を超え る、 ま たは最小値を下回 る。 それ ら の値は、
" ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ " （*05） 機能で決定されます。

注記

一般に、ガンマグラフィーが存在するとパルスレートが上昇します。 しかし、過剰な放射線によ
りディテクタが " 盲目 " になるためにパルスレートが低下する場合もあります。 したがって、パ
ルスレートが高すぎる場合だけでなく低すぎる場合も、ガンマグラフィーの基準とみなされま
す。

8.1.2 上下限検知の用途でのガンマグラ フ ィ ー検知

注記

ディテクタを水平に取り付けるのは通常、上下限を検知するためですが、この場合、速度監視
（1 つ目のガンマグラフィー基準）は測定範囲が狭いため、正しく使用できません。このような場
合、" ｽﾊﾟﾝﾀｲﾑ "（*51）を "0s" に設定します。こうして監視がオフになります。その後、2 つ目の
ガンマグラフィー基準のみを使用します。

8.1.3 ガンマグラ フ ィ ー放射線が検知された場合の反応

いずれかのガンマグラ フ ィー基準が満たされた場合、 Gammapilot M の出力は " ｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰｼｭﾂﾘｮｸ "
（*53） 機能でユーザによって定義された値を示し、 危険メ ッセージ3) が表示されます。 " ﾎｰﾙﾄﾞﾀｲﾑ "
（*54） 機能で定義された期間が経過した後、 通常の測定動作が再開されます。
ホール ド時間が経過し て も最大 （または最小） パルス レー ト を超えて （または下回って） いる場
合は、 ア ラーム メ ッ セージ  が表示されます。

" ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ "（*05） 最小パルスレート 最大パルスレート

• ﾚﾍﾞﾙ

• ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ
" ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ " （*16） " ｶﾗｺｳｾｲ " （*18）

• ﾉｳﾄﾞ

• ﾐﾂﾄﾞ
" ｻｲﾀﾞｲﾐﾂﾄﾞ " （*08） " ｻｲｼｮｳﾐﾂﾄﾞ " （*07）

デ ィ テ ク タ を水平に取 り 付け る場合、 通常は
デ ィ テ ク タが上下限検知に使用されるため、
ガンマグ ラ フ ィ ー機能が正し く 機能し ません。
上下限検知の用途でガンマグ ラ フ ィ ー検知を
使用する ためには、 短い変換器 （200 mm） を
使用し て、 目的の上下限の高さ に垂直に取 り
付ける こ と をお勧めし ます。

A0018738

3) " 危険 " および " ア ラーム " メ ッ セージの意味については、 取扱説明書 BA00236F を参照し て く ださい。
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8.2 " ガンマグラ フ ィ ー " （*50）

選択項目：
• ｵﾌ 

こ のモード では、 ガンマグ ラ フ ィ ー検知がオフになります。
• ホールド 

こ のモード では、 ガンマグ ラ フ ィ ー検知がオンにな り ます。 ガンマグ ラ フ ィ ー基準を設定する
必要があ り ます。

8.3 " スパン タ イム " （*51）

注記

スパンタイムは 0 ～ 999 秒の範囲で設定できます。0 秒とは、パルスレートの変化速度が監視さ
れないことを示します。これは攪拌機付きのタンクに対して、スパンタイムを実際よりも短く設
定する際に便利で、攪拌によりパルスレートが急速に変化してもエラーメッセージは表示されま
せん。

現場表示部 意味

ｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰ *50 この機能では、 ガンマグ ラ フ ィ ー検知のオン / オフを切 り

替え る こ と ができ ます。
 ｵﾌ

ｵﾝ

現場表示部

ｽﾊﾟﾝﾀｲﾑ *51

999 s

こ の機能は、 最小時間 TE を指定する ために使
用し ます。 これは、 タ ン ク を測定レンジの
100% から 0% まで空にするために必要な時間で
す。 密度測定および濃度測定については、 最
大密度から最小密度までに経過する最小時間
を入力する必要があ り ます。 Gammapilot M は
こ の時間から レベルの最大変動率を計算し ま
す。 測定中にこ の変動率を超える ご と に、
Gammapilot M はガンマグ ラ フ ィ ー放射線の存
在を示し ます。 A0018740

t

L
/ 100%

/ 0%
TE

min

max
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8.4 " カ ン ド " （*52）

感度値の選択

適切な感度値はプロセス条件および周囲条件に大き く 依存し ます。 し たがって、 感度値の選択
に関し て一般的なルールを示すこ と はでき ません。 しかし、 次の原則をガイ ド ラ イ ン と し て使
用でき ます。

•均質な物質で液面が平坦または静穏な場合は、 小さ な値 （3 ～ 8） を選択し ます。 こ の場合は
よ り 高い確率でガンマグ ラ フ ィ ー放射線が検知されます。

•均質でない物質および乱れた液面については、 大き な値 （12 ～ 20） を選択し ます。 そ う でな
い と パルス レー ト のラ ンダムな変動が誤ってガンマグ ラ フ ィ ーの発生と し て解釈される恐れ
があ る ためです。

•ガンマグ ラ フ ィ ー放射線が存在し ないにもかかわらず Gammapilot M がたびたびガンマグ ラ
フ ィ ーを報告する場合は、 こ の値を少し大き く する こ と をお勧めし ます。

•存在するガンマグ ラ フ ィ ー放射線を Gammapilot M が認識し ない場合は、 この値を少し小さ く
する こ と をお勧めし ます。

A0018741

A 平坦で静穏な液面および均質な物質の場合は小さ な値
B 乱れた液面および不均質な物質の場合は大き な値

現場表示部 意味

ｶﾝﾄﾞ *52 この機能では、 パルス レー ト が最大を超えた場合または最

小を下回った場合に関するガンマグ ラ フ ィ ーの感度を決定

し ます。 "3" （最大の感度） から "20" （最小の感度） までの

値を入力でき ます。

5

c/s

t

c/s

t3…8 12…20

A B



Gammapilot M FMG60 機能グループ " ガンマグラ フ ィ ー " （*5）

Endress+Hauser 59

8.5 " シュ ツ リ ョ クガンマグラ フ ィ ー " （*53）

8.6 " ホールド タ イム " （*54）

A0018742

A 標準的なパルス レー ト 曲線

B 出力信号

1 ガンマグ ラ フ ィ ー測定の開始

2 ガンマグ ラ フ ィ ー測定の終了

3 " ホール ド タ イ ム " （*54）

現場表示部 意味

ｼｭﾂﾘｮｸｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰ *53 この機能では、 ガンマグ ラ フ ィ ー放射線が検知された場合

に出力に表示される値を定義し ます。

安全関連の用途ではガンマグ ラ フ ィ ーの出力電流は常に

3.8 mA です。

MIN -10% 3.8 mA

MAX 110% 20.5 mA

ホール ド

ガンマグラフィー検知時の出力

4 ～ 20 mA HART
PROFIBUS PA

FOUNDATION フィールドバス

MIN 3.8 mA -10%

MAX 20.5 mA +110%

ホール ド 最終測定値がホール ド されます。

現場表示部 意味

ﾎｰﾙﾄﾞﾀｲﾑ *54 この機能では、 ガンマグ ラ フ ィ ーが発生し た場合に測定を

中断する時間の長さ を定義し ます。 その間、 出力は、

" ｼｭﾂﾘｮｸｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰ " （*53） 機能で定義された値を示し ま

す。 このホール ド時間はガンマグ ラ フ ィ ー測定の最大時間

よ り わずかに長 く し ます。

このホール ド時間が経過し て も最大 （または最小） パルス

レー ト を超えて （または下回って） いる場合は、 ア ラーム

メ ッ セージが表示されます。

300 s

t

[mA]

3.8

c/s
1 2

3

A

B

t
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8.7 " ガンマグラ フ ィ ーカウン ト " （*55）

8.8 " ガンマグラ フ ィ ーカウン ト " （*56）

選択項目：
• ｲｼﾞ

ガンマグ ラ フ ィ ーカ ウ ン タの値が保持されます。
• ｸﾘｱ

ガンマグ ラ フ ィ ーカ ウ ン タが "0" に リ セ ッ ト されます。

現場表示部 意味

ｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰｶｳﾝﾄ *55 この機能では、 新規調整以降または最終 リ セ ッ ト 以降のガ

ンマグ ラ フ ィ ーの発生回数が表示されます。
11

現場表示部 意味

ｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰｶｳﾝﾄ *56 この機能ではガンマグ ラ フ ィ ーカ ウ ン タ を リ セ ッ ト でき ま

す。
 ｲｼﾞ

ｸﾘｱ
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9 機能グループ " シュ ツ リ ョ ク " （*6） または
"PROFIBUS パラ メ ーター " （*6）

9.1 " ツウシンア ド レス " （*60） （HART のみ）

9.2 " キキア ド レス " （*60） （PROFIBUS PA のみ）

9.3 " ジ ョ ブン No." （*61） （HART のみ）

現場表示部 現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *6 ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *6

 ｼｭﾂﾘｮｸ  PROFIBUS ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

ｼﾝﾀﾞﾝ ｼﾝﾀﾞﾝ

現場表示部 意味

ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ *60 この機能では、 機器の通信ア ド レ ス を入力し ます。 以下の

値を入力でき ます。

• 標準の場合 ： 0

• マルチ ド ロ ッ プの場合 ： 1 ～ 15

マルチ ド ロ ッ プモード では電流出力値が 4 mA で一定と な

り ますが、 これは、 " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ " （*64） 機能によ って別

の値に変更でき ます。 安全関連の用途では HART の通信ア

ド レ スは常に 0 です。

0

現場表示部 意味

ｷｷｱﾄﾞﾚｽ *60 デバイ スのバスア ド レ スの設定。 初期値 ：

• 126

デバイ ス を既存ネ ッ ト ワーク に統合する と き使用可能で

す。 その他のデバイ ス をネ ッ ト ワーク に接続する前に本

デバイ スのア ド レ ス を変えなければな り ません。

126

現場表示部 意味

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙﾁ *61 この機能では、 HART プロ ト コルのプ リ アンブル数を入力

し ます。 通信に問題のあ る回線についてはこ の値を大き く

する こ と をお勧めし ます。
5
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9.4 " ニンシキナンバー " （*61） （PROFIBUS PA のみ）

選択項目：
• manufacturer

製造業者別番号、 1548 hex （PNO 登録された番号）
• profile

プロ フ ァ イル 3.0 の識別番号、 9700 hex （シングル AI ブロ ッ ク のデバイ ス）

9.5 " シュ ツ リ ョ クチ ノ シキイ " （*62） （HART のみ）

選択項目 ：
• ｵﾌ

最小出力 ： -10% （3.8 mA）
• ｵﾝ

最小出力 ： 0% （4 mA）

L00-FMR2xxxx-14-00-06-en-021

A " ｼｭﾂﾘｮｸﾁﾉｼｷｲ " ： オフ
B " ｼｭﾂﾘｮｸﾁﾉｼｷｲ " ： オン

9.6 " バスヘ ノ タ ン イセ ッ テイ " （*62） （PROFIBUS PA のみ）

現場表示部 意味

ﾆﾝｼｷﾅﾝﾊﾞｰ *61 この機能では、 デバイ スの識別番号を入力し ます。

 manufacturer

profile

現場表示部 意味

ｼｭﾂﾘｮｸﾁﾉｼｷｲ *62 この機能では、 負の測定値の出力を抑制でき ます。

安全関連の用途では " ｼｭﾂﾘｮｸﾁﾉｼｷｲ " は常にオフです。
 ｵﾌ

ｵﾝ

4 4
3.8

[mA] [mA]

20 20

100 [%] 100 [%]0 0-10 -10

100% 100%

0% 0%

A B

現場表示部 意味

ﾊﾞｽﾍﾉﾀﾝｲｾｯﾃｲ *62 この機能で確認する と、 測定の単位は AI ブロ ッ クに登録

されます （PV スケール→ア ウ ト スケール）。

単位は変更された場合、 この機能で確認する必要があ り ま

す。

 confirm
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9.7 " デン リ ュウシュ ツ リ ョ クモー ド " （*63） （HART のみ）

選択項目：
• ﾋｮｳｼﾞｭﾝ 

[min ～ max] の測定範囲全体 [0 ～ 100%] が電流出力 [4 ～ 20 mA] に対応し ます。
• ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ 

測定範囲の一部のみが電流出力 [4 ～ 20 mA] に対応し ます。 関連する範囲は、 "4mA ﾁ "（*68）
機能および "20mA ﾁ "（*69）機能で定義し ます。

• ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ 
電流が固定 さ れ ま す。 測定値は HART 信号のみに よ っ て転送 さ れ ま す。 電流の値は、
" ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ "（*64）機能で定義し ます。

A0018744

1 ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ

2 ﾋｮｳｼﾞｭﾝ
3 ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ

9.8 " シュ ツ リ ョ クチ " （*63） （PROFIBUS PA のみ）

9.9 " コ テイデン リ ュウシュ ツ リ ョ クチ " （*64） （HART のみ）

現場表示部 意味

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ *63 この機能では、 電流出力のモード を指定し ます。

 ﾋｮｳｼﾞｭﾝ

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ

ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ

[mA] [mA]

20 20

4 4

100 [%] 100 [%]0 0

3

1

2

現場表示部 意味

ｼｭﾂﾘｮｸﾁ *63 AI ブロ ッ ク の出力を示し ます。

現場表示部 意味

ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ *64 この機能では、 固定電流値を設定し ます。

" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " （*63） 機能で " ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳﾞ " オプ

シ ョ ンを選択し た場合は、 この値を入力する必要があ り ま

す。

値の範囲 ： 3.8 ～ 20.5 mA

4.00 mA
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9.10 "Out status" （*64） （PROFIBUS PA のみ）

9.11 " シ ミ ュ レーシ ョ ン " （*65）

A0018746

1 シ ミ ュ レーシ ョ ンパルス レー ト

2 信号評価

3 シ ミ ュ レーシ ョ ン レベル、 シ ミ ュ レーシ ョ ン密度、 シ ミ ュ レーシ ョ ン濃度

4 シ ミ ュ レーシ ョ ン電流 （HART のみ）

その他の選択項目：
• ｼﾐｭ . ｵﾌ 

シ ミ ュ レーシ ョ ンがオフにな り ます。
• sim. ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ 

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾁ "（*66）機能でパルス レー ト （カ ウ ン ト / 秒） を入力でき ます。
• ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾚﾍﾞﾙ 

こ のオプシ ョ ンは レ ベル測定お よ び上下限検知のみに使用で き ま す。 こ れを選択す る と、
" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾁ "（*66）機能でレベル （パーセンテージ） を入力でき ます。

• ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾐﾂﾄﾞ 
こ のオプシ ョ ンは密度測定のみに使用でき ます。 これを選択する と、 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾁ "（*66）機能
で密度を入力でき ます。

• ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾉｳﾄﾞ 
こ のオプシ ョ ンは濃度測定のみに使用でき ます。 これを選択する と、 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾁ "（*66）機能
で濃度を入力でき ます。

• ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾃﾞﾝﾘｭｳ（HART 機器のみ） 
" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾁ "（*66）機能で電流値 （mA） を入力でき ます。

現場表示部 意味

out status *64 出力値の状況を示し ます （状況については、 取扱説明書 

BA00329F を参照）。

現場表示部 意味

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ *65 このシ ミ ュ レーシ ョ ン機能では、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン、

出力信号、 および電流出力が正し く 機能し ているかど う か

テス ト でき ます。 次のよ う なシ ミ ュ レーシ ョ ンが可能です

（下図を参照）。

 ｼﾐｭ . ｵﾌ

sim. ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾚﾍﾞﾙ

ENDRESS + HAUSER

E+–

%

D
A 4...20 mA

0...100%

1 3 4

2
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9.12 " シ ミ ュ レーシ ョ ンチ " （*66）

この機能では、 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ "（*65）での選択に応じ て次の値を入力でき ます。
• パルス レー ト
• レベル
• 密度
• 濃度
• 電流

シ ミ ュ レーシ ョ ン時には、 次の各機能で、 入力された値に応じ た値が使用し ます。
• 測定値 （レベル、 密度、 または濃度）
• HART 機器 ： " ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ "（*67）機能
• 出力の実際の電流

9.13 " デン リ ュウ シュ ツ リ ョ クチ " （*67） （HART のみ）

9.14 "2nd cyclic value" （*67） （PROFIBUS PA のみ）

現場表示部

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾁ *66

2000 c/s

現場表示部 意味

ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ *67 この機能では、 現在の出力電流が表示されます。

12.38 mA

現場表示部 意味

2nd cyclic value *67 この機能では、 二次巡回値を選択でき ます。

 Avg. pulse rate

medium temp.
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9.15 "4mA チ " （*68） （HART のみ）

注記
以下に示すように、"4mA ﾁ "（*68）および "20mA ﾁ "（*69）の単位は、測定モードに応じて異な
ります。

9.16 " ソ ク テイチセン タ ク " （*68） （PROFIBUS PA のみ）

選択項目：
• measured value（初期設定）

測定モード （*05） に応じ て異な り ます （レベル、 密度、 濃度）。
• display value 

（PLC から読み取られた値 （*69））

現場表示部 意味

4 mA ﾁ *68 この機能では、 出力電流を 4 mA と する測定値 （レベル、

密度、 または濃度） を指定し ます。 こ の値は、

" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " （*63） 機能で " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " オプ

シ ョ ンを選択し た場合に使用されます。

10%

" ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ "（*05） "4mA ﾁ "（*68）、"20mA ﾁ "（*69）の単位

• ﾚﾍﾞﾙ

• ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ
%

ﾉｳﾄﾞ " ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ " （*06）

ﾐﾂﾄﾞ " ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ " （*46）

現場表示部 意味

ｿｸﾃｲﾁｾﾝﾀｸ *68 デ ィ スプレ イが示す値の選択

 measured value

displayed value
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9.17 "20mA チ " （*69） （HART のみ）

注記
以下に示すように、"4mA ﾁ "（*68）および "20mA ﾁ "（*69）の単位は、測定モードに応じて異な
ります。

9.18 " ヒ ョ ウジチ " （*69） （PROFIBUS PA のみ）

現場表示部 意味

20mA ﾁ *69 この機能では、 出力電流を 20 mA とする測定値 （レベル、

密度、 または濃度） を指定し ます。 こ の値は、

" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " （*63） 機能で " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " オプ

シ ョ ンを選択し た場合に使用されます。

90%

" ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ "（*05） "4mA ﾁ "（*68）、"20mA ﾁ "（*69）の単位

• ﾚﾍﾞﾙ

• ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ
%

ﾉｳﾄﾞ " ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ " （*06）

ﾐﾂﾄﾞ " ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ " （*46）

現場表示部 意味

ﾋｮｳｼﾞﾁ *69 この値は、 外部 （例えば、 PLC） で設定でき ます。

" ｿｸﾃｲﾁｾﾝﾀｸ " （*68） = " ﾋｮｳｼﾞﾁ " の場合、 これは測定値 1 

と し て表示されます。
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10 機能グループ " デ ィ スプレ イ " （*9）

10.1 "Language" （*92）

その他の選択項目：
• English
• Deutsch
• Français
• Español
• Italiano
• Nederlands
• ｶﾀｶﾅ （Japanese）

10.2 " ホームヘモ ドル " （*93）

注記

積分中（校正時またはリニアライゼーション時に実行される）にはこの機能がアクティブになり
ません。

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *9

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

ｼﾝﾀﾞﾝ

ｼｽﾃﾑ

現場表示部 意味

language *92 表示言語を選択し ます。

 English

Français

Español

現場表示部 意味

ﾎｰﾑﾍﾓﾄﾞﾙ *93 この機能では、 Gammapilot M が自動的に測定値表示に戻る

までの時間を定義し ます。 指定された時間、 デ ィ スプレ イ

で何も入力し ない と 自動 リ ターンが実行されます。 "0s" は

自動 リ ターンを行わないこ と を示し ます。

値の範囲 ： 3 ～ 9999 秒

900 s 
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10.3 " シ ョ ウスウテン " （*95）

その他の選択項目：
• x
• x.x （レベル測定およびレベル上下限検知でのデフ ォル ト ）
• x.xx
• x.xxx
• x.xxxx （密度測定および濃度測定でのデフ ォル ト ）

10.4 " セパレーシ ョ ンキゴウ " （*96）

10.5 " デ ィ スプレ イテス ト " （*97）

選択項目：
• ｵﾌ

デ ィ スプレ イのテス ト は行われません。
• ｵﾝ

デ ィ スプレ イのすべてのピ ク セルが数秒間オンにな り ます。 デ ィ スプレ イ全体が暗 く なれば、
デ ィ スプレ イが正し く 機能し ています。

現場表示部 意味

ｼｮｳｽｳﾃﾝ *95 この機能では小数点以下の桁数を指定し ます。

 x.xx

x.xxx

x

現場表示部 意味

ｾﾊﾟﾚｰｼｮﾝｷｺﾞｳ *96 この機能では、 小数点の文字のタ イプを選択し ます。

 .

,

現場表示部 意味

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾃｽﾄ *97 この機能では、 デ ィ スプレ イ をチェ ッ ク でき ます。

 ｵﾌ

ｵﾝ
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11 機能グループ " シンダン " （*A）

11.1 " ゲンザイ ノ エラー " （*A0）

11.2 " ゼン カ イ ノ エラー " （*A1）

11.3 " ゼン カ イ ノ エラー ノ シ ョ ウキ ョ " （*A2）

選択項目：
• ｲｼﾞ

前回のエラーが保持されます。
• ｸﾘｱ

前回のエラーが削除されます。

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *A

 ｼﾝﾀﾞﾝ

ｼｽﾃﾑ

ｷﾎﾝｾｯﾃｲ

現場表示部 意味

ｹﾞﾝｻﾞｲﾉｴﾗｰ *A0 この機能では、 現在のエラーが表示されます。

複数のエラーが発生し ている場合は、 O と  S を使ってエ

ラー メ ッ セージを ス ク ロールでき ます。ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲｶﾞ

ｵｺﾅﾜﾚﾃｲﾏｾﾝ

A631

現場表示部 意味

ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰ *A1 この機能では、 前回のエラー （現在のエラーの 1 つ前） が

表示されます。
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

switched on

A621

現場表示部 意味

ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉｼｮｳｷｮ *A2 この機能では、 " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰ " （*A1） のエラーを削除でき ま

す。
 ｲｼﾞ

ｸﾘｱ
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11.4 " リ セ ッ ト " （*A3）

リセットの影響
• すべてのパラ メ ータがデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。
• リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが削除されます。
• PT-100 センサ と 電流出力の校正データ （どち ら も サービ ス メ ニ ュー内にあ り ます） は保持さ

れます。
• リ アルタ イ ム ク ロ ッ クは リ セ ッ ト されません。

リ セ ッ ト の実行
リ セ ッ ト は、 " ﾘｾｯﾄ " （*A3） 機能で "333" を入力し て実行し ます。

注意!

リセットは測定に影響を及ぼします。リセット後には新規の校正が必要です。

11.5 " ロ ッ ク カ イジ ョ パラ メ ータ " （*A4）

機器のロ ッ ク
" ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀ " （*A4） 機能で 100 以外の数値を入力し ます。

 シンボルがデ ィ スプレ イに表示されます。 これで変更ができ な く な り ます。

機器のロ ッ ク解除
パラ メ ータ を変更し よ う とする と、 機器が " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀ " （*A4） 機能に切 り 替わ り ます。
"100" と入力し ます。 再びパラ メ ータの変更が可能にな り ます。

注記

この方法で機器のロックを解除できない場合は、機器がハードウェアロック手順によってロック
されています。この場合は、ハードウェアロック解除手順によってのみロックを解除できます。
詳細については、取扱説明書 BA00236F を参照してください。

11.6 " ゲンザイ ノパルスレー ト " （*A5）

現場表示部 意味

ﾘｾｯﾄ *A3 この機能では、 機器を工場出荷時の設定に戻すこ と ができ

ます。

履歴の不明な機器を使用する場合は リ セ ッ ト をお勧めし ま

す。

0 

ﾘｾｯﾄ ｺｰﾄﾞ ﾉ ﾆｭｳﾘｮｸ

ﾏﾆｭｱﾙ ｦ ｺﾞﾗﾝｸﾀﾞｻｲ

現場表示部 意味

ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀ *A4 この機能では、 権限のない変更または偶発的な変更が行わ

れないよ う 機器を ロ ッ ク でき ます。
0

現場表示部 意味

ｹﾞﾝｻﾞｲﾉﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ *A5 この機能では、 現在の平均パルス レー ト が表示されます。

これには減衰補正が含まれます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正の

パルス レー ト は既に差し引かれています。
84 cps

ｾｷﾌﾞﾝｼﾞｶﾝ

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾅｼ
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11.7 " ニュウ リ ョ クパルスヘイキン " （*A6）

11.8 " ソ ク テイブツオン ド " （*A7）

11.9 " ミ ツ ド ノ ア タ イ " （*A8）

現場表示部 意味

ﾆｭｳﾘｮｸﾊﾟﾙｽﾍｲｷﾝ *A6 この機能では、 現在の平均パルス レー ト が表示されます。

これには減衰補正は含まれません。 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正

のパルス レー ト はまだ差し引かれていません。
182 cps

ｾｷﾌﾞﾝｼﾞｶﾝ

ﾎｾｲﾅｼ

現場表示部 意味

ｿｸﾃｲﾌﾞﾂｵﾝﾄﾞ *A7 この機能は、 密度測定および濃度測定のみに必要です。

接続された PT-100 温度センサによ って測定された温度 T 

が表示されます。

この温度は温度補正に使用されます。

26 ℃

現場表示部 意味

ﾐﾂﾄﾉｱﾀｲ *A8 この機能は、 密度測定および濃度測定のみに必要です。

測定密度が表示されます。 この値には温度補正は含まれま

せん。
0.9650 g/cm3
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12 機能グループ " システムパラ メ ータ " （*C）

12.1 " タグ No." （*C0） （HART）

12.2 "Device tag" （*C0） （FOUNDATION フ ィ ールドバス）

12.3 " プロ フ ァ イルバージ ョ ン " （*C1） （PROFIBUS PA）

12.4 "Device id" （*C1） （FOUNDATION フ ィ ールドバス）

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *C?

 ｼｽﾃﾑ

ｷﾎﾝｾｯﾃｲ

ｺｳｾｲ

現場表示部 意味

ﾀｸﾞ No *C0 この機能では、 タ グ No を設定でき ます。

タ グ No. には最大 16 文字の英数字を使用でき ます。

現場表示部 意味

device tag *C0 この機能では、 タ グ No を設定でき ます。

現場表示部 意味

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊﾞｰｼﾞｮﾝ *C1 機器の PROFIBUS PA プロ フ ァ イルバージ ョ ンを表示し ま

す。
3.0

現場表示部 意味

device id *C1 デバイ スのシ リ アルナンバー (id) が表示されます。
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12.5  " プロ ト コル +SW-no." （*C2） 

書式 ：
Vxx.yy.zz prot

この意味は次の とお り です。
– xx： ハード ウ ェアのバージ ョ ン
– yy： ソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ン
– zz： ソ フ ト ウ ェアの リ ビジ ョ ン
– prot：通信プロ ト コル （HART、 PROFIBUS PA、 FOUNDATION フ ィ ール ド バス）

12.6 " デバイスリ ビジ ョ ン " （*C3） （FOUNDATION フ ィ ールドバス）

12.7 " シ リ アル No" （*C4） （HART）

12.8 "DD revision" （*C4） （FOUNDATION フ ィ ールドバス）

現場表示部 意味

protocol+sw-no. *C2 この機能では、 プロ ト コル、 ハード ウ ェ ア、 およびソ フ ト

ウ ェ アのバージ ョ ンが表示されます。
V01.01.00 HART

現場表示部 意味

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ *C3 デバイ スの ソ フ ト ウエアの改訂番号が表示されます。

現場表示部 意味

ｼﾘｱﾙ No *C4 この機能では、 機器のシ リ アルナンバーが表示されます。

YMLNR01ID

現場表示部 意味

dd rev. *C4 DD の改訂番号が表示されます。
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12.9 " オン ド タ ン イ " （*C6）

12.10 " コウセイ ビ " （*C7）

注記

自動校正では、Gammapilot が内部リアルタイムクロックから自動的に日付をコピーします。
この場合、機能 " ｺｳｾｲﾋﾞ "（*C7）は表示専用の機能となります。手動校正では、ユーザが日付を
入力する必要があります。

12.11 " サイ コウセイ ビ " （*C8）

注記

自動再校正では、Gammapilot が内部クロックから自動的に日付をコピーします。 この場合、
" ｻｲｺｳｾｲﾋﾞ "（*C8）機能は表示専用の機能になります。手動再校正では、ユーザが日付を入力でき
ます。

現場表示部 意味

ｵﾝﾄﾞﾀﾝｲ *C6 この機能は、 温度の単位を選択する ために使用し ます。

 °F

°C

現場表示部 意味

ｺｳｾｲﾋﾞ *C7 この機能は、 校正日を指定する ために使用し ます。

これらの値は、 入力後にそれぞれ "E" を押し て確定する必

要があ り ます。

17.11.04 10:30

TT.MM.JJ HH:MM

現場表示部 意味

ｻｲｺｳｾｲﾋﾞ *C8 この情報フ ィ ール ド は密度測定および濃度測定のみに対し

てア ク テ ィ ブ と な り ます。 再校正日はこ こ で指定されます。

これらの値は、 入力後にそれぞれ "E" を押し て確定する必

要があ り ます。

25.03.05 17:50

TT.MM.JJ HH:MM
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13 機能グループ " サービス " （0D）
機能グループ " サービ ス " の詳細 と機能 メ ニューの概要は、Gammapilot M のサービ スマニュ アル
に記載されています。



Gammapilot M FMG60 ト ラ ブルシューテ ィ ング

Endress+Hauser 77

14 ト ラ ブルシューテ ィ ング
取扱説明書の注意事項に従 う こ と で、 機器は正し く コ ミ ッ シ ョ ニング され、 動作の準備が整いま
す。 正し く コ ミ ッ シ ョ ニング されなかった場合、 機器にはエラーを解析し て修正する ためのさ ま
ざまな手段が用意されています。

14.1 エラーコー ド

コード 説明 対策

A102 チェ ッ クサムエラー 弊社サービ スにお問い合わせ く だ さい。

W103 初期化中 初期化手順が完了する までお待ち く ださ い。

A106 ダウ ン ロード ダウ ン ロード が完了する までお待ち く だ さい。

A110 チェ ッ クサムエラー 弊社サービ スにお問い合わせ く だ さい。

A111 電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スに問い合わせる

か、 伝送器を交換し て く だ さい。

A113 電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スに問い合わせる

か、 伝送器を交換し て く だ さい。

A114 電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スに問い合わせる

か、 伝送器を交換し て く だ さい。

A116 ダウ ン ロード･エラー ダウ ン ロード を繰 り 返し ます。

A121 電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スに問い合わせる

か、 伝送器を交換し て く だ さい。

W153 初期化中 初期化手順が完了する までお待ち く ださ い。

A160 チェ ッ クサムエラー 弊社サービ スにお問い合わせ く だ さい。

A165 電子部品が故障 • 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スに問い合わせ

るか、 伝送器を交換し て く ださい。

• エラーメッセージ A165「電子部品が故障」および A635
「現在の日付が未定義」（→ 9 ページ） を参照して く ださ

い。

A291 ス レーブエラー ス レーブ伝送器の基本設定と 接続を確認し て く ださい。

A503 不正なセンサタ イプ 弊社サービ スにお問い合わせ く だ さい。

W513 校正積分実行中 安定し たパルス レー ト に達する まで待ってから、 積分を終

了し て く ださい （" ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能で "E" を押し

ます）。

W514 PT-100 校正 校正が完了する までお待ち く ださ い。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スにお問い合わせ

く ださい。

A531 センサの電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スに問い合わせる

か、 伝送器を交換し て く だ さい。

A532 センサ電圧エラー 弊社サービ スにお問い合わせ く だ さい。

A533 センサの ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンが

不正

弊社サービ スにお問い合わせ く だ さい。

A535 センサ調整エラー 弊社サービ スにお問い合わせ く だ さい。

W536 上限付近の高電圧 弊社サービ スにお問い合わせ く だ さい。

A538 センサ通信エラー 弊社サービ スにお問い合わせ く だ さい。

A602 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルの

信頼性が疑わしい

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが単調かど う かを確認し ま

す。 必要に応じ てテーブルを調整し て く ださい

（" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*4）機能グループ）。
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A612 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが未

定義

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを入力するか、 これを完成

し て く ださい

（" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*4）機能グループ）。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルには終点 0％＝ 1000cps （標

準） および 100％＝ 0cps （標準） が含まれている必要があ

り ます。

FieldCare を使用し て入力する場合 ：

適切なテーブルタ イプ （ リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

" ﾚﾍﾞﾙ " あ るいは " ﾉｳﾄﾞ "） を選択し て く だ さい

W621 シ ュ ミ ュ レーシ ョ ンオン リ ニア ラ イゼーシ ョ ンをオフにし て く ださい

（" ｼｭﾂﾘｮｸ "（*6）機能グループ

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ "（*65）機能）。

W640 SIL ロ ッ ク機器 SIL ロ ッ ク が完了し ていません。

W642 I_back 校正動作中 電流の リ ード バッ クパスの校正がア ク テ ィ ブです。

A631 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正未実行 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行し て く だ さい

（" ｺｳｾｲ "（*1）機能グループ）。

A632 満量 （スパン） / 測定対象あ り の

校正未実行

満量 （スパン） / 測定対象あ り の校正を実行し て く だ さい

（" ｺｳｾｲ "（*1）機能グループ）。

A633 空 （0％） / 測定対象な しの校正

未実行

空 （0%） / 測定対象な しの校正を実行し て く ださ い

（" ｺｳｾｲ "（*1）機能グループ）。

A634 密度校正未実行 • チェ ッ ク ： 最低 1 つの校正ポ イ ン ト が入力され、 ア ク テ ィ

ブになっているか。

なっていない場合 ： 校正ポ イ ン ト を入力し、 ア ク テ ィ ブ

にし て く ださい。 （" ｺｳｾｲ "（*1）機能グループ）

• チェ ッ ク ： " ﾘﾌｧﾚﾝｽﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ " （*1F） は 232 よ り 大きい

か。

大きい場合 ： 密度校正を再実行し て く だ さい （" ｺｳｾｲ "
（*1）機能グループ）。

A635 現在の日付が未定義 • 現在の日付を入力し ます

（" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ "（*0）機能グループ

" ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ "（*01）機能）。

• エラーメッセージ A165「電子部品が故障」および A635
「現在の日付が未定義」（→ 9 ページ） を参照して く ださ

い。

A636 校正日の信頼性が疑わしい 校正日を確認し て、 再入力し ます

（" ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀ "（*C）機能グループ

" ｺｳｾｲﾋﾞ "（*C7）機能）。

A637 オペレーテ ィ ングモード が

未定義

オペレーテ ィ ングモード を入力し ます

（" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " （*0） 機能グループ

" ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ "（*04）機能）。

A638 測定モード が未定義 測定モード を入力し ます

（" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " （*0） 機能グループ

" ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ "（*05）機能）。

A639 温度補正が未完了 最低 2 つの " 温度 - 密度 " 値ペアを入力し ます （" ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ "
（*3）機能グループ）。

W662 センサが高温 （危険） 水冷ジャ ケ ッ ト または断熱部品を取 り 付けます。

A663 センサ温度が高すぎ る （ア ラーム） 水冷ジャ ケ ッ ト または断熱部品を取 り 付けます。

A664 温度測定エラー PT-100 センサが正し く 接続され、 機能し ている こ と を確認

し ます。

W681 電流がレ ンジ範囲外

（3.8 ～ 20.5 mA）

校正と リ ニア ラ イゼーシ ョ ンの設定を確認し ます。

A692 ガンマグ ラ フ ィ ー検知 （ア ラーム） • 干渉放射線が存在するかど う か、 あ るいは " ﾎｰﾙﾄﾞﾀｲﾑ "
（*54）が短すぎ るかど う かを確認し ます。

• 干渉放射線が存在し ない場合 ： ガンマグ ラ フ ィ ー感度を

下げます

（" ｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰ "（*5）機能グループ

" ｶﾝﾄﾞ "（*52）機能）。

W693 ガンマグ ラ フ ィ ー検知 （危険） ガンマグ ラ フ ィ ー測定が終了する まで待機し ます。

W695 測定カ ウ ン ターオーバーフ ロー 現地の線量が高すぎます （可能であれば、 ブラ イ ン ド フ ラ

ンジで低減）。

コード 説明 対策
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14.2 考えられる校正エラー

エラー 考えられる原因と対策

タ ン クが空の時パルス

レー ト が低すぎ る

• 線源がオフになっている。

線源容器で線源をオンにする。

• 照射角度が不正

照射角度を直す。

• 容器内の付着物

容器を洗浄する。 または

再校正する （付着物が安定し ている場合）。

• 放射能の計算時に容器内の取付具が考慮されなかった。

放射能を再計算し、 必要に応じ て線源を変更する。

• 放射能の計算時に容器内の圧力が考慮されなかった。

 放射能を再計算し、 必要に応じ て線源を変更する。

• 線源容器内に線源がない。

容器に線源カプセルを取 り 付け る。

• 線源が弱すぎ る。

よ り 高放射能の線源を使用する。

タ ン クが空の時パルス

レー ト が高すぎ る

• 放射能が高すぎ る。

線源容器の前に鉄板を取 り 付け る などの方法で照射を減衰する。

または線源を交換する。

• 外部の線源 （ガンマグ ラ フ ィ ーなどによ る）

可能であれば遮断する。 外部線源な しで再度校正する。

タン クが満量の時

パルスレー ト が高すぎる

• 外部の線源 （ガンマグ ラ フ ィ ーなどによ る）

可能であれば遮断する。 外部線源な しで再度校正する。
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14.3 ソ フ ト ウ ェ ア履歴

HART

PROFIBUS PA

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェア改造 関連資料

2004 年

9 月よ り

01.01.02 オ リ ジナルソ フ ト ウ ェ ア BA236F/00/en/08.04

52023878

BA287F/00/en/08.04

52023818

2005 年

11 月よ り

01.01.04 バグ修正

濃度モード修正

密度測定再校正を修正

2006 年

8 月よ り

01.01.06 バグ修正

パルス レー ト の上下限を修正

2007 年

4 月よ り

01.02.00

01.02.02

ソ フ ト ウ ェ アを拡張し、 "SIL ロ ッ ク " 機能を搭

載

BA236F/00/en/03.07

71041168

BA287F/00/en/04.07

71041170

BA236F/00/en/06.07

71041168

BA287F/00/en/06.07

71041170

2008 年

8 月よ り

01.03.00 密度測定時に空パイプによ り エラー A165 が発生

し た後に自動再起動

（パルス レー ト  > 160000 c/s）

注記
SIL または WHG 認定を受けた機器では、ソフト
ウェアバージョン 01.02.02 が依然として有効です。

BA236F/00/en/09.08

71082936

BA287F/00/en/06.07

71041170

2009 年 

2 月よ り

01.03.02 Gamma Modulator FHG65 用に新たにフ ィ ルタ リ

ング機能を実装

BA236F/00/en/03.09

71091966

BA287F/00/en/06.07

71041170

2010 年

10 月よ り

01.03.06 極度の障害に対応する ために EMC 安定性を強化 BA236F/00/en/10.09

71104595

BA287F/00/en/06.07

71041170

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェア改造 関連資料

2005 年

11 月

01.01.04 オ リ ジナルソ フ ト ウ ェ ア BA329F/00/en/11.05

7100008

BA287F/00/en/08.04

52023818
2006 年

8 月

01.01.06 バグ修正

パルス レー ト の上下限を修正

2007 年

10 月

01.02.02 " ﾋﾞｰﾑﾉｼｭﾙｲ " （*02） 機能を追加 BA329F/00/en/01.08

71041172

BA287F/00/en/06.07

71041170

2009 年

2 月

01.03.02 密度測定時に空パイプによ り エラー A165 が発生

し た後に自動再起動

（パルス レー ト  > 160000 c/s）

Gamma Modulator FHG65 用に新たにフ ィ ルタ リ ン

グ機能を実装

BA329F/00/en/03.09

71091969

BA287F/00/en/06.07

71041170

2010 年

10 月よ り

01.03.06 極度の障害に対応する ために EMC 安定性を強化 BA00329F/00/en/10.09

71104600
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FOUNDATION フ ィ ールド バス

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェア改造 関連資料

2005 年

6 月よ り

01.01.00 オ リ ジナルソ フ ト ウ ェ ア BA330F/00/en/06.05

71000010

BA287F/00/en/08.04

52023818

2005 年

7 月よ り

01.01.02

2005 年

11 月よ り

01.01.04 バグ修正

濃度モード修正

密度測定再校正を修正

2006 年

8 月よ り

01.01.06 バグ修正

パルス レー ト の上下限を修正

2009 年 

3 月よ り

01.03.02 密度測定時に空パイプによ り エラー A165 が発生

し た後に自動再起動

（パルス レー ト  > 160000 c/s）

Gamma Modulator FHG65 用に新たにフ ィ ルタ リ

ング機能を実装

BA330F/00/en/03.09

71091971

BA287F/00/en/06.07

71041170

2010 年

10 月よ り

01.03.06 極度の障害に対応する ために EMC 安定性を強化 BA00330F/00/en/10.09

71104603
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機能リ ス ト

記号
*0 - 機能グループ " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10
*00 - ｿｸﾃｲﾁ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10
*01 - ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10
*03 - ｱｲｿﾄｰﾌﾟ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10
*04 - ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11
*05 - ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  12
*06 - ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  13
*07 - ｻｲｼｮｳﾐﾂﾄﾞ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  13
*08 - ｻｲﾀﾞｲﾐﾂﾄﾞ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  13
*09 - ﾊﾟｲﾌﾟｹｲﾀﾝｲ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  13
*0A - ﾊﾟｲﾌﾟｹｲ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  14
*0B - ｼｭﾂﾘｮｸｾｷﾌﾞﾝ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15
*1 - 機能グループ " ｺｳｾｲ "  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  16
*10 - ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  19, 27
*11 - ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ ( 密度 ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  30
*11 - ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ ( バッ ク グ ラ ウ ン ド ) . . . . . . . . . .  20, 28
*11 - ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ ( レベル / 上下限 ) . . . . . . . . . . . . . . .  23
*11 - ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ ( レベル リ ニア ラ イゼーシ ョ ン ) . . . .  48
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*1A - ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  29
*1B - ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  31
*1C - ﾐﾂﾄﾞﾉｱﾀｲ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  31
*1D - ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  31
*1E - ｷｭｳｼｭｳｹｲｽｳ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  32
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*21 - ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  33
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*33 - ﾐﾂﾄﾞ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  42
*34 - ｲﾁｼﾞｹｲｽｳ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  42
*35 - ﾆｼﾞｹｲｽｳ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  42
*36 - ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  42
*4 - 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "  . . . . . . . . . . . . . . . . . .  43
*40 - ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  45
*41 - ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  46
*42 - ﾆｭｳﾘｮｸﾚﾍﾞﾙ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  46
*43 - ｺｳｾｲ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  47
*44 - ｾｲｷｶﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  48
*45 - ﾀﾝｲｾﾚｸｼｮﾝ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  52
*46 - ﾕｰｻﾞﾀﾝｲ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  53
*47 - ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  53
*48 - ﾃｰﾌﾞﾙﾅﾝﾊﾞｰ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  54
*49 - ﾆｭｳﾘｮｸﾐﾂﾄﾞ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  54
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